










特集=停 年退官教授 に聞 く
アモル ファス金属に魅せ られて25年 増本 健 ……2
金研 での研究 広川吉之助 ……5
外か ら見 た金研
MyStayinIMRS.P.Ringer… …8
金研 に客員 として滞在 して 柿本 浩一 ……11
金研 の5年 間を振 り返 り 橋詰 富博 ……12
研 究会 ・ワー クシ ョップ報告
半導体 の低次元物性 と磁性お よびその応用 岡 泰夫 ……14
陽電子 の材料科学への応用 兵頭 俊夫 ……17
{》 環境保全材料 林 安徳 ……21
超微粒子 ・表面 ・界面のダイナ ミックスと物性 川添 良幸 ……25










最近発表 された論文等 リス ト66
-1一
一 特 集=停 年 退 官 教 授 に 聞 く そ の1一
増 本 健
(本学名誉教授 ・前 本所 非平衡物質工学研究部門 教授)
"アモル ファス"の言葉は、学術用語 としてばかり 助教授の職員時代の約13年にわたる永い聞、金属材
でなく、最近はテレビのコマー シャルでも使われる 料研究所における特殊鋼研究部門で、戦後の日本の
程ポ ピュラーな用語になっている。 復興 に大きな役割を果 した鉄鋼材料 と言 う当時の花(
では、何故、最近になって"ア モルファス"の言 形の研究に従事 していた。 日本 は世界の粗鋼生産の
葉が知 られるようになったのか と言 うと、民生用の 第一位となり、"鉄は国家なり"と言われた時代であ
新素材の一っとしてアモルファス金属が注目されて った。 しか し、 日本の鉄鋼業のほとんど総ての基本
いるからである。 的技術は欧米諸国か らの導入であり、また、磧究の
有史以来、人類の文明を支えて来た金属は、総て 面でも外国の模倣が多か った。大学においてす ら、
特有の結晶構造を もっており、学術的にも"金属は 外国雑誌を手当 り次第に読み、学 び、それを追試す
結晶である"と 定義されていた。 この定説が覆 され ると言 う後進的時代 と言え る。 この様な環境の中
たのは約30年前の ことである。1950年代の初期の で、独自の技術分野をつ くるよ うな新 しい研究 とは
頃は、低温蒸着 した薄膜やめっき膜の中に、結晶の 何だろうかと考 えていた。その様な時に"な ぜ金属
ような明瞭な原子配列を示すX線 回折図形が現れな だけは結晶でなければならないのか"、"もし結晶で
い物質が存在することが しば しば報告 されていた。 ない金属が作れるとしたら、どんな性質が現われる
また、1960年には融けた合金(Au-Si)を急冷 した のだろうか"と 疑問を持 った。 これが、私がアモル
破片 中に も存在す ることが見 い出され"奇 妙な金 ファスの世界に入る動機 であ った。 しか し、 この
属"と 言われていた。当時、 この物質に対 して、研 研究を始めるには多 くの障害が有 った。それは、自
究者達の意見が大きく二つに分かれており、微結晶 由に研究ができる環境でなか ったためである。謹か
の集合体であると主張する研究者の方がアモルファ な研究費と貧弱な実験設備、 さらに激 しくなった大
スであると考える研究者より多い状況であった。 こ 学紛争、大学内の封建性のために、私のような若い
のように、 アモルファス状態の金属が存在するかど 研究者にとって新 しい研究 を始 める道 は無か った。
うか議論 されていた時期 に、私はこの金属の存在に そこで、外国に行こうと思い立 ったのである。1969
強い興味を覚えた。それは、1968年の秋頃、一つの 年秋、私はペンシルバニア大学 のマディン教授の招
学術雑誌を読んだ時であった。 へい研究者 として渡米、 自分 自身で考えた念願のア
当時の事を振 り返ると、アモルファス金属が今日 モルファス金属の研究を開始す る機会を得た。教授
の様に新素材 として大きく発展すると言 う確固たる の専門分野は結晶格子欠陥の研究であり、最初は私
信念が有 ったわけではなかった。昭和30年か ら35の 希望 には反対であったが、3ケ月間の期間を もら
年までの大学院生時代と、その後の約8年間の助手、 い、さっそ く、 アモルファス金属の機械的強度を調
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べることができた。当時、典型的な合金 と考えられ 強 さを見出 した。次いで、1974年には高い耐食性
たパラジウム ・けい素合金を用い、研究室内に放置 と優れた軟磁性を発表 した。 この数年の間に、アモ
されていた急冷装置を自分で改良 して、世界で初 あ ルファス金属の三大特性を世界で初めて発見する事
てアモルファス合金のテープを作ることに成功 した がで きたのは、研究部門の枠を越えて共同研究が行
のは、留学 して2ケ 月後の ことであった。 そして、 える金属材料研究所の優れた環境にあったためであ
この合金が結晶の約5倍 と言 う強い材料であり、 し ると言える。当時、一緒 に研究を した若手研究者の
か も変形することを発見 した。 数は多い。例えば、構造では鈴木謙爾助教授(現 金
この3ケ 月間の研究が、その後の私の研究人生を 研教授)と早稲田助手(現素材研教授)、磁性では藤
変える重要な契機になることになったのである。初 森助教授(現 金研教授)、深道助手(現 工学部教授)
めは、ガラスのような構造を持つアモルファス金属 と風間助手(現YKK研 究所長)、耐食性では橋本助
は脆 く、変形す るはずが無いと主張 したマディン教 教授(現金研教授)と奈賀助手(現 阪大教授)、安定
(授 も私の実験糸課 を見て驚いた・そして・残 りの期 性 と結晶化では井上助手(現金研教授)・機棚 性質
間 この研究を継続す るのを許 して くれると共に、 自 では木村技官(現 金研助手)な どの多 くの方々と一
ら私のデータを持 って国際会議や大学で講演 して廻 緒に研究 した。 この研究 グループは約30名にもの
った。 この研究が高い評価を受けたのは、結晶金属 ぼ り、お互いに熱心に討議 した り、一緒に研究を行
の数倍の強 さを示 した事 と、結晶でない物質でも塑 った思い出が多い。現在では、各自独立 して研究を
性変形す る事を見出した点にあ り、当時の材料強度 行っているが、東北大学 グループとして今でも世界
学の常識を覆すものであった。続いて、破壊挙動、 の研究を リー ドしているのも、広い分野の方々との
高温強 さ、 クリープなど、 アモルファス金属の機械 共同研究の力に負 うところが多いと思 う。その共同
的性質の特徴を明 らかにした。 研究者はこれ迄に約500名(外国80名)にのぼって
アメ リカでの研究生活は約1年 間であったが、満 いる。
足な成果を挙げることがで きたのは、自分自身で考 先に述べたように、1970年代 はアモルファス金
えた目標に向か って集中できたか らであると思 う。 属の構造や基本物性について の基礎研究であった
1970年の11月に帰国 した後、翌年の春の日本金属 が、新 しい材料 として実用化研究が開始 されたの
`学 会備 演大会でこの研究成果を発表 した
.そ し は、197。年代の後半になってカ、らである.1982Elii.
て、毎 日新聞社の硬究奨励金 と、続いて茅誠司先生 仙台で開催 された第4回超急冷金属に関する国際会
の推薦で若手研究者に対する山路ふみ子奨学賞を受 議(RQ4)を契機 として、 日本、米国、西独を中心
ける事ができた。 また、1971年4月か ら今井先生の とした応用研究 の競争が始ったのである。日本では
後を継 いで部門担当教授となり、自由に研究するこ 小形の電磁気部品への応用が中心 に進め られたが、
とが可能になったの も幸運であった。 そして、自ら 一方、米国では柱上 トランス鉄心への応用のみが進
装置を設計 し、組立ててアモルファス金属のテープ められていた。 そして、特許問題 として日米間の争
を自由に作ることができるようになって、研究の範 いが始 まったのは1982年か らであり、否応な しに
囲が急速に拡げ られた。私自身はこの金属の機械的 この争いの中に私 も巻 き込 まれて行った。元来、ア
性質を追究す ると共 に、研究所内の若 い研究者 と共 モルファス金属の製法や特牲の研究は我々によって
同で色々な分野について研究を進め、次々と新 しい 始められたにもかかわらず、特許の面で争 いになっ
成果が得 られたのである。まず、実用上重要な鉄合 た原因は幾っか有 る。一っには日米間の特許制度の
金(Fe-P-C)のテープ化に成功 し、310kg/mm2の 差異によるものであるが、 さらに重要な点は、 日本
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では大学 中心であったのが、米国では企業中心で研 しているし、その他に準結晶やナノ結晶 と言 う新 し
究が進 められた点にある。そ して、1990年には日 い分野でも多 くの成果を挙げている。 これらの最近
米経済摩擦の一っの課題 として、柱上 トランス用ア の新 しい合金の研究は、井上教授との共同研究によ
モル ファス鉄心材料が取 り上げられ、政治の土俵に り進めており、1994年に再び仙台で開催 された第8
まで持ち上 げられて しまったのである。この間、私 回超急冷金属の国際会議(RQ8)での中心的話題 と
個人 としては、ワシン トンでのITC裁判の証言者と して世界各国の注 目を集めた。
して、また、貿易摩擦の301条適用問題での日米間1969年 に一人で研究を始 めて以来、すでに26年が
交渉では日本の証人としての役割を果たさせ られる 過 ぎた。 この間に、"アモルファス"は金属材料 の一
破目にあ うことになった。そ して、私個人の力には つとしての地位を確立 し、新素材 としても脚光 を浴
限界があり、米国側の政治力に日本は譲歩せざるを ぴることになったが、私共の研究が常に世界の先導
得ないと言 う悔 しい結果 となってしまった。今にな 的役割を果たせたのは、 これ迄 に多 くの大学研究者
って見ると、当時は大学の研究者が特許に興味を持 との共同研究の外に、新技術事業団や民間企業の多
ってはいけないと言 う考えが強 く、大学の特許への 大な支援 と協力があったことによるものであり、学
軽視が この紛争の根本の原因になったと言える。 こ と産官 との協力関係が非常に重要な役割を果 したと
の時か ら、新 しい成果が出ると、先ず特許を出 して 言える。振 り返 ると様々な苦労が思い出される。初
か ら論文に投稿することにした。これも私 にとって めの頃の先輩研究者の厳 しい批判を乗 り越えて未知
貴重な経験であった。 の世界へ挑戦する不安、常 に先行するための努力の
一方、このような問題が起 った事は、アモル ファ 継続、米国 との特許競争 と失意など、思い出が多い。
ス金属が政治的論争になるほど新素材として将来が しか し、反面、思いがけない成果を得た時の喜びは
有望視 されていたとも言える。 そこで、この苦 しみ 大 きい。結果が予想 される研究よりも、例え苦労が
を越えるには新 しい分野をつ くり出す しかないと考 多 くて も未知の分野への挑戦の方が面白い。 このた
え、井上、青木助手 らの研究室の人達と一緒になっ めには、独自の発想を重視 して、決 して他の研究を
て新 しい分野を開拓 した。1980年代 に、アモル フ 模倣 しない事が重要であろう。 この様な習慣を身に
アス磁性合金 ワイヤーの製法の確立 とその特性、合 付 ける努力を、 とくに若 い学生や研究者に期待 した
金粉末の製法 と特性の研究を行 った。また、その後 いと思 う。私の人生での研究生活は残 り少い。 しか
半 には、アル ミ合金やマグネシウム合金のアモルフ し、アモルファス金属が存在する以上、これからも
アス化に成功 し、 ジュラル ミンなどの既存合金の二 新 しい成果を求めて行きたいと考えている。
倍以上の強 さと、現用軽合金の二倍の比強度を達成
することができた。 さらに最近では・大形バルク材 関連写真(裏表紙):遠心急冷装置を用いてアモルファス鉄










一 特集:停 年退官教 授 に聞 く その2一
金研での研究
広川 吉之 助
本学名誉教授 ・前 本所分析科学研究部門 教授)
金研に大学院の学生、そ して職員 として在籍 し停 さて上で述べた英文略号の殆 どの分析法の研究に
年 となるまで何を研究 して来たかを思い起こしてみ 関連 して来た。勿論、非常に深 くかっ長 くかかわっ
(た 。一言でいうと研究所の性格上、金属分析の研究 て来た ものと、ほんの付 き合い程度の ものがある。
を続けたと言える。その間、大学院の終了、金研へ 約40年前、金属製錬 とくに鉄鋼製錬の炉前分析は滴
の就職 、2年 足 らずの ドイ ッ(西 ドイ ッ)で の 定、吸光光度法(比 色定量)な どが主力でそれ らは
Humboldt留学、大学紛争、二十数年にわたる学部 大学などにおける分析の研究や教育内容と一致 して
での講義などが思い出され る。そ して周辺か ら少な いた。
くなつた物は、蒸気機関車、馬車、大八車や リヤ しか し1950年代後半、鉄鋼製錬に転炉操業が導
カーなど人力荷車、謄写版、下駄などであり、研究 入 される始めると分析法は数十秒以内で結果を得た
室の机の上か らは計算尺や数表 などである、一方出 いという迅速性の要求か ら発光分光法 と蛍光X線 分
現 して きた ものはカラーテ レビ、 コンピューター、 析法(XRF)の研究、導入がはじまった。 ちょうど
クーラー、 ジェッ ト(ジャンボ)旅 客機、ゼロック(故 〉後藤秀弘教授の指導でまとめた私の学位論文
スを始 めとす る各種 コピー機、 ビデオ、テ レホン の研究 「蛍光X線 分析法による金属迅速分析の研究
カー ド、ガムテープなど各種高分子化合物の強力接 とその応用」で大学院を終了 した頃と重なる。その
着材 など片仮名表示の方が理解され易 く表意文字か 論文の中ではバルクの非破壊多量成分、微量成分の
`ら 表音文字へ文化が変化 したような錯覚を与える 分析、合金薄膜の組成、厚 さの同時分析、沈澱分離
が、分析の分野 はそれ以上 に英文の略号の氾濫 とな による高感度化そして溶液試料、融解試料など殆 ど
った。 の試料処理法を網羅 した。 それにっれて1960年代
す なわ ちEPMA、EDX、XRF、RXF、ELS、 の金研共通分析室での依頼試料の うち約40%は東
SIMS、SNMS、XPS、AES、AAS、CFS、FTIR、レの研究費で購入 した装置で金属元素が定量 され
GDOES、GDMS、ICPOES、ICPMS、RISなどなど た。 しか し真空管回路から半導体回路へと装置の変
である。同 じよ うに生物学、医学分野では、DNA、 更が追い付かず、予算請求 も通 らず装置は廃棄処分
AIDSやHIV、MRI(IMRではあ りません)な どの となつた。 この間、鉄鋼各社の研究、装置の改良そ
英文略号が現われ学問的には遺伝子操作を始め我々 して現場への導入は活発であり、鉄鋼分析部会など
が学 んだ生物学 より大 き く様変わ りを した。 後、 鉄鋼各社 との共同実験 で初期 の ころは、金研 での
一世紀ほどで、この3～40年が人類史上 もつとも科 データはパイオニアとして有効 であつた。 しか し次
学技術が発達 し、かっ応用 されたた時代であった 第に装置の機能的劣化がデーターの レスポ ンスに現
か、または科学技術発達の幕明けか黄昏か、いずれ われ、「共同実験結果の統計処理よりはず しますよ」
の時代であったかが判 るのではないだらうか。 と言われ るようになった。また沈澱分離一蛍光X線
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法などは、その後、環境試料や微量元素分析法 とし 分光器(写 真35年前)が 導入 された頃からである。
て応用 されている。当時 はMgよ り重元素の分析 蛍光X線 分析法はモデル計算 と実験結果のよく一致
に、この蛍光X線 分析が応用されていたが、その後 する分析法の代表であるが発光分光分析法は光の励
の装置 の進歩で現在はCな どの分析 も可能であ り、 起過程に問題があ り1860年代BunsenとKirchhoff
勿論 コンピューターコンロールへと変わつた。 にはじまつてもモデル計算 と実験結果の一致 しない
続いて大学紛争の頃、川内教養部 グランドの芝生 代表例である。 アーク、スパーク励起に始まり、固
の上 に腰 をお ろ しなが ら(故)佐 川敬教授 か ら 体 レーザー、プラズマアーク、プラズマ トーチと光
「XPSは原理的には蛍光X線 と影、 日向の関係があ の励起源を手掛けていたが1971年10月、留学 して
るか ら分析 に応用 しては」などの講義(?)を受け、 いたDortmundの分光化学研究所 の所長(故)H.
XPSの装置 を大学では阪大 とともに早 く概算要求Kaiserか ら"Heidelbergで微量分析を主題 とした国
で購入 して頂 いた。市販装置が出た以上、機器分析 際分光会議をやるから蛍光X線 の応用にっいて基調
として必ず定量が要求されることと理解 していたの 講演をやらないか、ついでにグロー放電分光のシン
で、 どんな固体試料であつても定量分析が可能な方 ポジウムは君に興味のあるテーマだと思う"と の手
法 として、標準試料を用いないXPS分析法をWien紙 を受取 りHeidelbergに出か けた時に、 もらつた
のT.U.のH.Ebel教授と共同で提案 した。XPSある のがグリム型(中 空陽極型)グv-一放電管の簡単な
いはAESでは表面層平均30㎜ 以下の組成、状態が 図面であった。金研工場の設計、仕上げ、そして回
安定に規制できる固体試料群すなわち標準試料群を 路室の方々を煩わ して ランプを組み上 げ、点燈 し、
調製することは、ある特殊な試料群以外は困難か不 その固体試料発光分析用励起源 としての安定性、共
可能 と判断 したわけである。機器分析では標準試料 存元素の影響が非常に少 ないなどの有効性を確認 し
無 くしては定量は 「丘にあがつた河童」と同 じであ て、応用、推薦につとめたが国内では余 り応用され
るが現在、国際標準化委員会表面化学分析分科会 なかつた。それは光強度の点か ら迅速性に劣ってい
(ISO/TC201)でXPS、AESの定量化を議論中で たために、 もつとも分光分析を実用化 していた鉄鋼
あり、標準試料群をどうするか興味をもつて見守つ 分野への導入はな く、その頃、我国の分光分析の研
ている。 このXPSによる分析法の研究は金属の表 究者や利用者の殆 どは"発 光分光のルネッサ ンス"
面、 その清浄化、そ して超高真空などの取扱いなど とのキャッチフレーズで英国か ら米国経由で改良、
が理解 できAES測定を始め超高真空 を使用す る実 紹介 されたICP(誘導結合 プラズマ発光分光)に 目
験 のために有益な情報 を得ることが出来た。 を向けていた ことにもよる。勿論 このICPは分光分
多 くの材料は超高真空下で取 り扱 うことはないた 析用光源として、 とくに水溶液試料に対 して非常に
め真空 に気を使わずに表面測定が可能である分析法 優れた光源で、当分の間 これに変わるものは出現 し
の開発を研究テーマとして選び、一部、日産か らの ないことが確かなので、金研で も依頼分析のための
研究費で装置を組み上げて開始 した蛍光X線 の取 り 有効性を見越 して早期の導入を試みた。 しかし種々
出 し角依存性の測定実験は屈折蛍光X線 法(RXF)、 の理 由でその時期 は学内の他部局よ り遅れをとっ
そ して斜入射 ・斜出射蛍光X線 法 と進展 し(勿論真 た。それにも関 らず現在、所内ではもっとも稼動時
空下での測定 も可能)、殆 ど常圧下の極表面分析法 間の多い分析機器であると思 う。
として現在、若い人達によ り続 けられている。 も しか るにグロー放電発光分光(GDSOES)は
う一つ長い関 り合いのあつた研究は発光分光分析で1980年 前後、我国では鉄鋼 メーカーが表面処理鋼
ある。発光分光分析に深入 りしたのは現在も稼動 し 板の深さ方向分析に採用 し始めた。一方発光分析に




全体でworkinggroupを作つて盛んに行われて来 段 としての有効性か らGDOESの国際標準化がISO
た。 ちょうど、その頃、研究室に来た我妻助手が、/TC201で3年 前から討議されている。
非平衡 プラズマであつても、その分光用光源として 以上の蛍光X線 と発光分光、すなわち光を相手の
の長所 に注目し世界に先駆 けて電圧変調測定法の研 研究が長 くかかわつて きた代表であるが、その他、
究 と導入、 グロー放電 における混合 ガスの効果 を研 吸光光度法、EPMA、AES、ELS、ICPOES、ET一
究 し、 グロー放電の励起機構を殆 ど解明 し、グローAAS、CFS、FTIRな ど日本名は省略するが、それ
放電発光分光分析に必要 な波長表の作製 もおこなつ 等以外 にかかわつて来 た研究 も光 に関連があ る。
た。そして現在、米国で も、よ うや くこの光源の長rMRニ ュ 一ースか らの依頼でこれ らの内、比較的長 く
所 に着 目し、高周波放電 との重畳によ りGDOESや かかわつてきた二つの分野の研究を取 り上げ記事を
グロー放電質量分析(GDMS)に応用をし始めた。 まとめさしていただいた。材料開発に直接関係がな








経、昭和50年教授に就任、本年3月を もって停年退官 された。この間、 ドイッ連邦共和国 ドル トムント分
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柿 本 浩一(NEC基 礎研究所 研究専門課長)
川添教授のもとで客員を始めて、はや5カ月が過 ここまで高度 の3D可視化 システムや大規模 ファイ
ぎようとしている。私にとって博士課程修了後十年 ルシステムが完成 している場所は無いといっても過
ぶ りの大学生活であり、会社と大学の相違点を見る 言ではないであろう。
建 のに丁蝕 磯 会である.会 社では、アイデア創出
や論文執筆のために、狭 く騒が しい環境のなかで精 金研では主 として実験に基づ く研究が行われてい
神集中す ることが重要である。 しかし、金研ではゆ る。この中で、川添教授の推進 しておられる計算機
った りとした部屋で電話等の騒音にも悩まされずに 材料設計学は実験に密接 に関係 しており、よく計算
集中で きるという印象が、まず"来 てよかった"と 機実験は机上の空論だという意見を一蹴できる環境
思 った理由である。 であるとの強い印象を得た、 と同時に現在材料科学
に求 め られている応用研究への貢献がなされてい
バ ブル崩壊後には企業では若 い人の採用が控え ら る。特に、実験家と計算家の間を埋める方法の一っ
れている。特に基礎研究の分野ではその傾向が顕著 は3次元可視化であると考えており、本システムは
であ り、若い人と接する機会が次第に少なくなって これまさに適合 していると思 う。
きているとの印象を持 っていた。 しか し、大学では
若 い優秀な人材が活発 に研究にいそしんでいるのを 最後に、どなたに対 しても大変親切な川添教授 と
目の当たりにして、大学 と企業の研究所 との景気変 大野助教授、そして私の無理難題をすぐに解決して魯
動時の余力 の差を見せつけられたような気がする。 いただいた水関助手、 日立製作所の八重樫氏、秘書
の五十嵐さんと山田さん、そして研究室 と情報室の
現在、金研にあるスーパーコンピューティングシ 皆様に大変お世話にな りました。また、福田教授に
ステムを使用 させていただいているが、単に世界最 は実験結果 との対応等 についてご協力頂 きました。
高速のCPUがあるのみでなく、計算機環境、例えば ここに厚 くお礼申 し上げます。金研の益々の御発展
ビデオシステムやメモ リー環境 は抜群である。私 も をお祈 り申 し上げます。
企業で スーパーコンピューターを使用 しているが、
柿本 浩一 博士は、本研究所 客員研究部門 第II種の材料物性学部門の客員教授として1995年10月1
日から3月31日の6ヶ月聞定期的に滞在 した。大型数値計算を専門とし、川添研究室において、結晶成
長過程 における非線型現象の大規模数値計算手法の研究 ・開発を行 った。
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金研の5年 間を振 り返 り
橋 詰 富 博
((株)日立製 作所基礎研究所)
金研 の桜井研 究室 か ら基礎研(1994年10月)に した。 当時のPhysicalReviewLetters(PRL)誌
移 り、 も う1年 半 が過 ぎよ うと して います。 この間 に3×1構 造 の電子回折 に よ る解析 の報告 があ った
もワー ク シ ョップに参加 した り非常勤講師 として何 ことが動 機 であ ったわ けです が、桜井 研で アル カ リ
度 か金研 にお世 話 にな って お りますが、 行 く度毎 に 吸着 のSTM研 究 の経 験成 果 が あ ること もよ く認 識
新 館の建 築 が進 み環境 が整 うのを見 るのは、 自分 の して いま した。実験 は、一両 日で セ ッ トア ップが終
故 郷 に新 しいふ れあ い セ ンターがで きるの に似 て、 り数 日で最初 のみ ご となSTM像 が得 られ ま した。/
大 変 に喜 ば しいこ とです。特 に、官 公庁バ ブル とも 結局、 この仕事 は、1992年にSTM研 究で は日本 で
呼ばれ る ここ一、二年 とは異 な り、 この建築 は大学 初 めてPRL誌 に掲載 され る こ とにな りま した。 後
の設備拡充 が見直 され る以前 には じまって いて、時 か ら考 える と簡単 に思 えて しまい ますが、Jeonさん
代を先取 り して います。金研 に とって も、創立 以来 は、 それまで桜井研 で実験 されて いた、 アル カ リ金
の大事業 の一っ であ った と言 え ると思 います。 属 の室温吸着 また は室温吸着 とアニー リングの組 み
私 が物性研 か ら赴 任 して きた1989年12月には、 合 わせ とい う試料 処理 方 法 を用 いず に、試料 を ア
金研 はすで に共同利 用研 にな って いま した。桜井先 ニール しなが ら吸着 す る方 法 を導入 したわけで、私
生 も私 も共 同利用 は物性研 の と きか ら馴 れていま し か らみ ると思考法 の革命 の よ うな気 が しま した。 フ
た し、客 員部門、JSPSのボス ドク研究員 な ど、出来 ラー レン研 究 は、桜井先生 が なにかの機会 に分子研
る限 り有 効 な制 度 を利 用 して共 同研 究 を進 め ま し の丸山先生 の講演 を聞 き興 味 を持 ち篠原 久典先 生 に
た。(大 学院 の学生 や研 究生 の貢献 が大 きか ったの 掛 け合われて、篠原 ・斉 藤弥八先生(三 重 大)と の
は言 うまで もあ りませ ん が。)こ の共 同研 究 によ り 共同研 究 と して 「C60の炭 素をSTMで 見 る」研 究が
培 われ た研究 に対 す る姿 勢 や人間 関係 が、現在 の私 始 ま り、最初か ら共 同硬究 であ ったわ けですが、金
に も根本 か ら影響 して います。 もともと、私 が一匹 研の川添研究室 にはC60単分 子膜 の電子状態 の理論L
狼的 な性格 で はない こと も事実 ですが、 非常 に細分 計算を して いただ き、Cu(111)表面 においてSTM
化 された研究 分野 が存 在 す る現在 、他の分野の一流 観察 され たC60分子 の内部構 造 を説 明す ることに成
の研究者 か ら学ぶ ことが研究 に極 めて重 要な貢献 を 功 しま した。GaAs(100)面の2×4-Asと4×2
す る とい うの が私 の信念 に育 って い ったわ けです。-Ga表 面構造をSTM像 か ら決定 す るため には、一
もちろ ん、 桜井 先生 の教 育 で もあ りま した。 また、 宮彪彦先生(名 古屋大)のRHEED(反 射高速電子回
一人 で専念 してい ると、抜 け道 の無 い迷路 に迷 い込 折)の ダイナ ミック解析(2×4-As)、 及 び、大野
みやすいの も一つ です。例 えば、JSPS(日本学術振 隆央 さん(金 材技研)の 電子状態 の理論解析(4x2
興会)の ボス ドク研 究員 と して1991年9月にスター-Ga)が 不可 欠で した。 これ らは共 同研究 の ほん
トしたPennStateUniv.のJeonさん(現Prof.D.の 一部 で、金研 に在任 中の5年 間 に、国外の研究者
R.Jeon,MyonJiUniversity,Seou1,Korea)は、 も含 めた くさんの研究者 と知 り合 い、研究 への姿勢
しば ら くSTM(走 査 トンネル顕微鏡)の 使 い方 を習 やいろいろな ことを教 えていただ き、 また、 い くつ
ったあ と、研究 テーマ と してSi(111)表面 にNaが もの成果 をあげ ることが出来 た と思 います。 このよ
飽和 吸着 した3×1表 面構造 のSTM研 究 を提案 しま うな共 同研 究が うま くい った ケー スの多 くで、共 同
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研究を提案 した直後に非常に良い レスポ ンスがある 教官は社会的に非常に尊敬されていて、仕事の内容
ことで、一流の研究者は興味深い現象に敏感である か らも特権階級であると思います。 自分の一番好き
と感 じました。 なことを職業にしているのが研究者ではないでしょ
このような共同研究が可能であったのは、金研が うか。そう考えれば研究職に、或る程度の リスクが
共同利用研であった という理由だけではなく、いく あって も当然だと思 うか らです。会社の研究所では




勢が浸透 していて、研究者 に非常に協力的で何度 も 期制反対と結論せずに、 もっと建設的な議論が教授
無理をきいていただ きました。金研では、 このよう 会や助手会で行われていると思います。ぜひ、その
な研究 に関す る制度や設備、また、周囲の研究環境 結果を早急に公表 していただいて、基礎研の研究活
が他の研究機関 と比べて非常 に良 く整のっていて、 性化の参考にさせてほしいと思 う次第です。
研究成果をあげるのは当然(義 務)で はないかとい さて、現在の日立基礎研での研究では、 これまで




な制度があります。 しか しながら、そうは言 っても 並べた人工構造を作 り、原子十数個で稼働する電子
成果をあげるには非常な努力を要 しますので、金研 デバイスの可能性を追及 したり原子 レベルの人工構
の研究者であることはある意味では特権であり、逆 造に特有な物理現象(原 子プロキ シミティー場の物
に要求され ることも大きく大変 なことで もあるとは 理)を 研究 しよ うとしています。会社の開発研究に
思 います。最近になって、大学 の教官の任期制が盛 は非常に現実的なところがあり、例えば、研究者が
んに討論 されていますが、金研では既に任期制の研 一生をかけて開発 した非常 に良い手法があって も、
究室が議論 され(実現されていて?)、ここでも時代 もう一っの手法の方がちょっと使いやすかったりコ
を先取 りしています。研究者の人事が流動化 して共 ス トが低かった りしますと、その手法は現場からは
同研究や思考法の改革が定常的に起 こると期待でき 全 く相手にされな くなります。会社は慈善事業では
ますので、個人的には賛成です。どしどしやれば良 ありませんので当 り前ですし、 そうであるからこそ
9い と思います.も ちろん、教官 の欄 需ilには欠点や 躰 の繍 も成 り立ちま丸 礫 研における研究で
難点 もあるわけですのですぐにはできないとは思い は、(基礎研 といえどもと良 く言われますが)将来に
ますが、すでに金研では議論が進み、解決策 も既に おいて会社の事業に貢献 し、その過程において科学
具体化 しててい るのではと期待 しています。先 日、 の発展に貢献することが期待 されています。何年後
たまたま、東京の優秀な某国立大学工学部の教職員 を将来 というかは研究内容によ り異なります。 ここ
組合で教官 の任期制に反対する決議を行 った事を知 でも非常に現実的な考え方を します。例えば、1年
り、残念に思いました。その反対理由の一つに、例 で2倍の性能向上を続けている技術があ ったとしま
えば5年任期では長期的 な研究ができないというの すと、性能を一挙に3桁向上する新 しい原理研究に
がありま した。 これは単期制の任期制でなく評価後 おける将来は10年後にな ります(210=1024)。私
に再任ができるとすれば解決できる問題だと思いま は基礎研でも、 リスクをエンジョイしなが ら夢のあ
す。幸いな ことに、日本では研究者、特に、大学の る研究を続 けていこうと考えています。












元半導体に磁性イオ ンを注入すると、低次元電子 と 伝導を示すス ピンが不揃いな強磁性 タイプ、(iii)
磁性イオンとはスピン相関を持つようになる。Mn、p-(In,Mn)As/(Ga,Al)Sbヘテロ構造におけるス,
Fe、Coなどの磁性金属イオ ンを陽イオ ンの一部 と ピンが完全に揃った強磁性 タイプに分類できる。 こ
して含む 「ll-VI族や、III-V族半導体を希薄磁性半導 の多様性は、伝導キャリアー(特 に正孔)と 磁性不
体(ま たは半磁性半導体)と いうが、 この希薄磁性 純物とのスピン交換相互作用が強磁性的であること
半導体で低次元構造を作製すると、「磁気的相互作 に起因する。 これらについての最近の成果が述べ ら
用をもつ低次元半導体電子系」が実現できる。希薄 れ、その応用の可能性の議論がなされた。
磁性半導体には、母材 と磁性イオンとの組み合せで
多 くの物質があり、 これ らの低次元系の磁気光学的 安藤功見(電 総研)
性質を用いて光エ レク トロニクス分野での新 しい応 「CdTe/Cd1_xMnxTe(0<x<1)量子井戸の量
用が期待される。 子界面物性」
本研究会は、 この希薄磁性半導体を中心 とした半CdTe/Cd1_xMnxTeの 量子井戸準位および界
導体の低次元性、磁性とその応用に関する活発な研 面の電子準位が、磁気光学効果に起因する磁気円二
究を行 っている研究者を一堂に集め、最近の成果と 色性(MCD)スペク トルにより高感度に検出できる
今後 の展望を討論 することを 目的 として企画 され ことが示 された。磁気光学効果は井戸幅の減少 とと
た。 もに増大 し、 これより量子井戸界面における磁性が
バルクと異なることが指摘された。Cd(SSe)量子
2,研究会報告 ドットにおいても、磁気光学効果が増大 しているこ
1月9日13:30より研究会が開始 された。は じめ とが認められ、Cd1_xMnxTe量子 ドットの大 きな





引続 き、座長を佐藤勝昭(農工大工)と して、講演 ピンを有効に局在磁気モーメントに伝達 し、光磁化
と討議が開始された。以下その講演 と討論の概要を を得 るアイデアが述べ られた。希薄磁性半導体の鼠
記す。 子構造では量子サイズ効果による正孔準位の分裂、
量子井戸内での9値の異方性などにより磁気 ポーラ
宗片比呂夫(東 工大像情報)ロ ン効果が増大 し光誘起磁化がさらに強まるとの予
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測が述べ られた。 この予測 に対 する討論が行われ 算により調べ、MnTe、CrTeの場合 と比較 した結果
た。 が議論された。
休憩 のあと、座長を梅原雅捷(無機材研)として、 近藤充和(ト ーキン(株)商 晶開発研)
第1日 目後半のセ ッションが開始された。 「次世代磁気光 エ レク トロニクスデバイ スの動向
一〇.98μmアイソレーターの開発」
滝田宏樹(筑 波大物質工)次 世代の高速光通信 に要求 され る光通信方式 と、
「CdTe/Cd1_xMnxTe超格子の磁場誘起転移」 これに必要な光デバイスについての概要が述べ られ
CdTe/Cd1_xMnxTe量子井戸における磁場誘起 た。希土類イオンを含む光 ファイバー増幅器の重要
超格子 タイプ転移(タ イプ1→タイプIDの転移が、 性とこの光域に必要な光 アイソレーターについての
150Tのパルス磁場 を用 いて明瞭に観測 された結果 説明があり、同社で開発されたCdMnHgTe光アイ
が述 べられた。Mn濃度xに 依存するタイプ転移の ソレーターの特性 とその将来性が示 された。この応
結果は、変分法による計算により再現できることが 用例に関 して参加者 より大きな関心が持たれ活発な
嫁 示された。 また第II種超伝導体(2H-NbSe2)の上に 論議がなされた。
希薄磁性半導体を積層 した構造の作製 とその期待さ
れる光物性 についての提案がなされた。 秋永広幸(融 合研)
「強磁性金属/半 導体多層構造に何が期待で きる
田中雅明(東 大工 ・新技団)か?」
「強磁性金属/半 導体構造 の成長 と磁気異方性」 強磁性金属/半 導体多層膜をエピタキ シー法で作
室温でも強磁性を示す金属間化合物(Mn-III(IIIった場 合の可 能 性 につ い て議論 され た。Fe/
ニGa,As)およびMnAs)とIII-V化合物半導体の組GaAs、MnGaAs/GaAs、FeN/GaNなど格子定数
み合わせか らなる 「エピタキシャルヘテロ構造」の の整合性のよい組み合わせで、光誘起キャリアーの
MBE成長、原子的構造、磁性、伝導特性(異常ホー 導入による磁性相間の相互作用の制御の可能性やこ





溝川貴司(東 大理)1月10日 の第2日 目の講演は午前9時 より、座長を
「半導体中の磁性不純物の電子状態」 大野英男(東 北大通研)と して開始 された。
II-VI化合物半導体中の3d遷移金属不純物の電子
状態を クラスターおよびアンダーソン不純物モデル 三浦 登(東 大物性研)
における配置間相互作用計算によって調べた結果が 「希薄磁性半導体の強磁場物性」
述べ られた。d-d遷移光スペク トルの多重項の構造 希薄磁性半導体や新 しい低次元酸化物の強磁場物
や光電子 スペ ク トルを電荷移動 エネルギー△、d-d性 と今後の展望が述べ られた。物性研究所の電磁濃
クーロン相互作用U、 移動積分をパ ラメーターとし 縮法、1巻コイル法などによるパルス強磁場 による
て統一的に説明できる。 またzinc-blende型の遷移 物 性 測 定 法 の現 状 とPb1_xMnxSe、Hg1_
金属カルゴゲナイ ドの電子状態 と磁気構造の関係をxFexSe、La1_xSrxMnO3、Pr1_xCaxMnO3な
格子モデルにおける非制限ハー トリー ・フォック計 どの物質におけるd電子系に由来する強磁場下の磁
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化、磁歪、金属絶縁体転移、二重交換相互作用など 量子 ドッ ト中のMn発 光のスペク トルとその発光効
について興味ある多 くの例が紹介 された。 率について議論 された。
舛本泰章(筑 波大物理)「半導体ナノ結晶のホール 岡 泰夫(東 北大科研)
バーニ ング」 「低次元希薄磁性半導体系の磁気光学特性」
半導体ナノ結晶(量 子点)で 永続的 ホールバー二 希薄磁性半導体によって作 られる低次元系につい
ング(不均一に広がった吸収帯の中に永続的にスペ て、磁性イオ ンが井戸層または障壁層 に含まれ る場
ク トル ホールが開 く現象)が おきることが述べ ら 合の特色、Cd1_xMnxSe量子 ドッ トの磁気ポーラ
れ、 この現象には、ナノ結晶界面の電子準位が重要 ロン効果、井戸層厚 に依存する励起子 と磁性イオン
であることが指摘 された。ル ミネッセンススペ クト の交換相互作用について述べ られた。サイズが小 さ
ルにも同様のホールバーニングが観測 され、 これは くなったときに見 られる交換相互作用の増大は、ナ
キ ャリアーの局在化 と光 イオ ン化過程が関与する。 ノスケール希薄磁性半導体の磁気光学効果の増強に




「磁性 イオ ン状態の低次元性 と新物質設計」 最後に、本研究会のまとめとして、八百隆文(東
第一原理計算に立脚 した電子状態と物性予測に基づ 北大金研)に より、低次元半導体物性の将来展望が
いて半導体中の磁性 イオンの多様な物性が論 じられ なされ、応用研究の重要性が指摘 された。
た。多重価電子状態や高スピン低 スピン状態などの
制御には、p-d混成の大きさと次元性の制御が本質3.成 果
的であることが指摘 された。磁性イオ ンを含むナノ 全体の講演を通 じて、研究成果、新 しいアイデア、
結晶半導体では、結晶サイズを変えることによりp物 性予測などにっいての討論が行われた。参加者の
一d混 成の大 きさを制御す ることができ、ナノス 関心に共通点が多か ったので、全ての講演に対 して
ケール結晶のスピン状態 と電荷の制御が可能になる 活発な議論がなされ、半導体の低次元物性、磁性 と
ことが述べ られた。 この結果か ら光励起により作 ら その応用および将来展望に関する認識が深まり、今
れる磁石、スピントランジスター、強力アイソレー 後の研究に対する指針が得 られた。 ・
ターの可能性について議論された。 ㌧
4.まとめ
後半は座長を小柳 剛(山 口大工)と して、次の 本研究会では、 日頃の成果の発表のみならず、新
講演があった。 しいアイデア、物性予測などを大胆に提供 していた
だ くことを重視 して討論を進めた。 このため討論時
申 猛燕、山本愛士、後藤武生(東 北大理)間 を長 くとって、出席者の意見交換を十分に行うこ
呉 義宏・新井健太、八百隆文(東 北大金研)と に務めた。活発 な議論が各講演に対 してなされ、
「Mnを含む量子 ドットの光物性」 討論時間がまだ不足 した。希薄磁性半導体を中心 と
Mnイオ ンを含む量子 ドットとしてZnSe、ZnSを する低次元物性に関する研究者がほとんど集まった
母体 とした系の作製 とその光学的性質について紹介 本研究会で、今後行 うべき研究の方向や応用に対す
された。MBE法で、数原子層程度の半導体層を成 る考え方、アイデアなどが提案され、意義深い研究
長させると凝縮 した量子 ドットが実現 されることが 会 となった。
述べ られた。 また、スパッター法により作製 された
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金などの電子構造特にフェル ミ面のユニークな研究 一堂に集まって、最新の成果について報告 し、意見
手段、低濃度領域の格子欠陥の研究、高温状態での を交換 した。
格子欠陥の生成や照射損傷の焼鈍のその場測定の手趣
段 として広 く用いられてきた。最近、半導体中の格2.研 究会報告
子欠陥の研究や、第一原理計算の応用、ポジ トロニ 研究会は平成7年11月21日と22日の2日にわた
ウムを利用 した研究、低速陽電子 ビームによる研究 って、東北大学金属材料研究所・本多記念館3階視聴





Car-Parrinello法を用いた陽電子挙動解析プログラムの試作 滝本正人 ・渋木 尚(富 士総研)
金属中の転位、 ジョグ、空孔における陽電子消滅寿命測定および計算







鉄 一銅合金中の照射促進析出の陽電子寿命測定 堀 史説(大阪府立大先端研)
陽電子消滅およびESR測定によるシリカガラス中の照射欠陥の研究
田端 誠 ・長谷川雅幸 ・山目貞衛(東 北大金砺)・藤浪真紀(新 日鉄先端研)
酸化物微粒子表面の常磁性中心のポジ トロニウムによる研究 斎藤晴雄 ・兵頭俊夫(東大教養)
半導体SiC中の電子線照射欠陥
河裾厚男 ・伊藤久義 ・須永博美 ・益野真一 ・岡田漱平(原 研高崎)
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[16:20-17=50]座 長:兵 頭俊夫(東 大教養)
陽電子 消滅寿命 か ら評価 した高分子膜 の 自由体積 とガスの拡散 係数 との関係..._..._岡本健一(山 口大工)
多孔性 物質 にお ける陽電子 消滅
北 山佳江 ・渡辺義紀 ・野村 真(新 潟大工)・土屋良海(新 潟大理)・長谷川雅幸 ・山口貞衛(東 北大金研)
ポー ラスガ ラス吸蔵物質 の陽電子消滅 村上 英興(東 学大育)
(}Psが見 る空孔 の特異性 につ いて 俘藤泰 男(東 大原総 セ)
形状記 憶 ポ リマーの自由体 積 と形状記 憶 メカニズム 伊藤賢志 ・氏平祐輔(東 大先端研)
11月22日(水)
[9:00-10:30]座 長:千 葉利信(無 機材研)
TemperatureDependerlceofPositronLifetimeinHigh-TcSuperconductors:
aSensitiveProbeforEnergyGap唐 政(東 北大金研)
TTF-TCNQに お ける陽電子消 滅 石橋 章司(電 総研)
ご
ポ ジトロニ ウム化合物の理論計算 斉藤史郎(北大理)'




陽電子 一気体散乱実験用のe+ビームと実験装置 末岡 修(山口大工)
サイ クロ トロンを利用 したスピン偏極低速陽電子 ビーム 鷲尾方一(住友重機)
阪大産研低速陽電子 ビームの現状 と利用計画 田川精一(阪 大産研)
陽電子消滅法によるSi中の酸素関与欠陥検出の可能性 藤浪真紀(新 日鉄先端研)
[13100-13:36]座長:末 岡 修(山 口大工)
低速陽電子 ビームによる金属人工格子の研究_.__中 條晃伸 ・田代睦 ・村重祐介 ・金沢育三(東 学大)
徐義孝 ・山本良一(東 大生研)・小森文夫(東 大物性研)・伊藤泰男(東 大原総セ)(
陽電子 ビームの金属材料への応用 白井泰治(京 大工)
[13:40-15:20]座長:氏 平祐輔(東 大先端研)
超低速短パルスビーム形成技術の開発
大平俊行 ・鈴木良一 ・三角智久 ・大垣英明 ・千脇光國 ・山崎鉄夫(電 総研)
高速短パルスビーム形成技術の開発 岡田漱平 ・益野真一 ・河裾厚男(原研高崎)
偏極陽電子 ビーム形成技術の開発
伊東芳子 ・後藤彰 ・申西紀喜 ・加藤昌之(理 研)・伊藤泰男(東 大原総セ)
高効率陽電子モデレータの研究開発 赤羽隆史(無 機材研)






滝本は、Car-Parrinello法に基づ く第1原理的な 位よりも転位の運動によって生成 した空孔にとらえ
電子 ・陽電子状態の計算 プログラムの試作を行い、 やすいことで説明できる。
電子軌道 として原子軌道を用いたPuska-Nieminen堀は、原子炉圧力容器鋼の銅原子 と照射欠陥との
の手法の結果 と比べた。価電子 に対する陽電子消滅 相互作用について、原子空孔の回復挙動を追跡する
率については一致する結果を得た。ただし、内殻電 ことにより銅原子の析出物形成促進のメカニズムを
子 については一致 しなか った。 このことから、原子 調べた。そのために陽電子寿命を測定 し、計算と比
核付近では平面波以外の基底を用いるなど、何等か 較 した。低温電子線照射 された試料の等時焼鈍を行
の工夫が必要であることが分か った。 い、400K～500Kの高温度領域で単一原子空孔に相
蔵元は、金属中の転位、 ジョグ、空孔における陽 当する陽電子寿命を観測 した。 このことか ら、銅原
電子消滅寿命について理論 と比較 しながら検討を行 子は原子空孔の移動 ・集合を著 しく阻害 し、 しか も
った。原子空孔については、高純度鉄に低温電子線 非平衡な原子空孔を高温まで保持す ることにより、
(照 射 によ り欠陥 を導入 し、等時焼鈍過程 を追求 し 銅集合体の形成を促進することがわかった。
た。格子緩和を十分に行 った計算が、実験とよく合 田畑は、製法や不純物の異 なる種々の シリカガラ
う寿命値を与えた。直線状の刃状転位およびジョグ ス試料を用意 し、ポジ トロニウムが形成する構造的
を有 する刃状転位について同様の計算を行ったとこ な空隙や、陽電子を捕獲する照射欠陥やその形成機
ろ、実験値より短い寿命が得 られた。転位線上の原 構について、ESR測定 と比較 して調べた。
子空孔について同様の計算を行 うと、実験値に近づ 斎藤(晴)は 、ポジ トロニウムが不対電子 と出会
いた。 これは、実験値を解釈する上での重要なポイ うとスピン変換を起こすことを利用 して、 シリカ及
ントになることを指摘 した。 ぴアル ミナ微粒子 に低温で紫外線照射 して生 じる常
斎藤(峯)は、Gilgienらの方法に類似の第一原理 磁性中心の、検出及びその温度上昇による消失を観
計算法でSiの原子空孔に捕獲iされた陽電子の寿命を 測 した。
計算 した。結果は、バルク中の陽電子、単および複 河裾 は、電子線照射 した半導体SiCの原子空孔型
原子空孔に トラップされた陽電子についても実験 と 欠陥の性質を陽電子寿命を用いて測定 した。その結
のよい一致を示 した。 このことから、原子空孔が陽 果、育成されたままの状態でも空孔型欠陥が存在 し
tz電 子を捕獲 したときに起 こる格子緩和が重要な影響 ていること、電子線照射によってn型試料中の陽電
を与えることが分かった。 子寿命に変化が見 られた。 これを等時焼鈍すると、
千葉は、陽電子をプローブとして、電子線照射 し1150℃ までの間にいくつかのステージが見 られた。
たSi中のv20、v2-、v22一の電子状態と格子緩和を
二次元角相関法で調べ、電子状態の異方性を明 らか 岡本は、ゴムおよびガラス状高分子膜 における気
にした。 体の拡散定数Dと 自由体積孔のサイズとの関係を調
中村は、SUS316材の疲労試験片および引張試験 べ るために、Dと 陽電子電子寿命 τ3の相関を検討
片について、陽電子消滅 γ線の ドップラー幅の測定 した。 ゴム状高分子のプロットはひとつの相関線を
を行い、オーステナイ トステンレス鋼の損傷の推移 なし、全芳香族ポ リイ ミドなどは別の相関線を形成
を検討 した。疲労試験体では疲労寿命比10%まで することが分かった。 これをポジ トロニウムが存在
にSパ ラメタの大きな変化が見 られた。引張試験体 しうる空孔サイズに敷居値があるとするモデルで解
のSパ ラメタはひずみ量 とともに増加 し、破断部近 析 した。
傍で急激 に増加 した。Sパ ラメタが同程度の引張試 北山は、セピオライ トの陽電子寿命スペクトルを
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測定 した。脱水処理によって細孔内の化学的環境 を で も振動や回転の励起の断面積が小さいことを示 し
変化 させた測定によって、細孔径よりもむしろ化学 た。
的環境が寿命に大 きく寄与 していることを明 らかに 末岡は、陽電子 一気体散乱用の陽電子 ビーム実験
した。また、細孔中にピロールを重合させると、ス 装置、および、それを用いて可能になる実験にっい
ペク トルに変化が見 られた。 て述べた。
村上は、直径が1μmの 孔 を含むマイクロポーラ 鷲尾は、自社製 コンパク ト・サイクロ トロンで加
スガラス中にベ ンゼ ンを吸蔵させて、陽電子寿命と 速された18MeVプ ロトンをAlターゲッ トに照射
消滅 γ線 の ドップラー幅を測定 した。最長寿命 τ3し て得 られる27Siからの陽電子を用いて大強度偏
はベ ンゼ ン吸蔵 とともに長 くなった。 τ1、τ2成分 極陽電子 ビームを作 る実験 とその偏極度測定法につ
は変化 しなかった。 いてのべた。
伊藤(泰)は 、絶縁体材料中のナノメーターサイ 田川は、阪大産研放射線研究所のSバ ン ドライナ
ズの空孔を検出する手段 としてのポジトロニウムが ックを用いた低速陽電子 ビーム開発 と、それを用い
見 る空孔の実像についての考察を行い、 さらに、低 た同研究所の3つ の量子 ビームである低速陽電子、r
＼
温有機固体中の陽電子寿命スペ クトルの特異的な振 自由電子 レーザー、超短電子線パルスの複合利用に
る舞いについて報告 した。 ついて述べた。
伊藤(賢)は 、実用化 されて いる形状記憶 ポ リ 藤浪は、cz-Si(100)結晶に酸素イオンを注入 し、
マーであるポリノルボルネンとエステル型ポリウレ300～800℃ で酸素雰囲気中の熱処理 を行った試料
タンについて、陽電子寿命スペク トルの温度依存性 について、低速陽電子 ビームを用いて欠陥のdepth
を調べ、 ガラス転移領域で結晶相領域の振る舞いにprofileを 測定 した。その結果、イオン注入欠陥は
規制が生 じていることを示唆する、形状記憶回復の400℃ まで安定であること、800℃アニールで空孔
重要な因子 となる分子鎖同士の相互作用の変化をと 型の欠陥は回復するが、別の陽電子捕獲サイ トが生
らえることができた。 成することを見いだした。
唐 は、HighTc超伝導体のenergygapが陽電 金沢 は、低速陽電子 ビームを用いて、人工格子
子寿命に影響 を与えることを理論的に調べた。Hf/M多 層膜の固相反旛による非晶質化機構につ
石橋は、TTF-TCNQのフェル ミ面を陽電子消滅 いて調べた。 その結果、作成時にHf相は多量の空
2光子2次 元角相関測定によって調べ、理論計算 と 孔型欠陥を含んでいること、それは金属Mの 原子拡(
比較 し、 その主な特徴は分子軌道でよく記述できる 散を強 く誘起することが分かった。 また、製作中の
ことを示 した。 静電型低速陽電子 ビーム装置について も報告 した。
斉藤(史)は 、Hylleraas型関数を効率よく解 く 白井は、分析電磁石を用いて、放射性同位元素か
ための対相関理論を効率よく実行出来る方法である らの白色陽電子の うち高エネルギー領域の陽電子線
weakorthogonality法で、ポジトロニウム化合物 を選別利用するβ+一γ同時計測スペク トロメータ
の陽電子消滅速度を計算 した。 その結果、Hartee一の製作と、エネルギー可変高速陽電子 ビームを用い
Fock法に比べてかなりの改善を得た。 る材料評価法の有用性にっいて述べた。
五十嵐は、水素原子やヘ リウム原子による陽電子 大平は、1)最表面層にのみ敏感、2)2次電子 によ
散乱断面積を、超球座標を用いた緊密結合法で求め るバ ックグラウンドがない、という優れた特徴を持





エ電子を低速で60cm飛行させる新 しい装置、およ っいて報告 した。
び、エネルギー単色性のよい超低速陽電子 ビームを 江本は、大強度陽電子源の開発の一環として行っ
あるための新方式の リニアス トレージ部をもつ ピー ている、陽電子用 ターゲ ットの設計 ・製作および実
ムライ ンの建設について述べた。 験について述べた。
岡田は、高温で も材料バルクの欠陥挙動の解明な
どを可能 にする高速短パルス陽電子 ビームの設計、4.ま とめ
および現在までの製作状況について報告 した。 低速陽電子 ビーム技術の発展、陽電子の格子欠陥
伊東は、理化学研究所のAVFサ イクロ トロンを への超高感度性の再認識と半導体などへの積極的な
用いて作 った各種の短寿命 β+R【か らの単色低速陽 応用、ポジトロニウムの特牲を生か した材料研究な
電子 ビームの生成にっいて述べ、い くつかの有望な ど、陽電子科学の最近の話題にっいて、上に述べた
ターゲ ットについて実験 と計算の比較を行った。 ような具体的で活発な討議が、2日間を通 じて行わ
赤羽は、高効率陽電子減速材開発のための、低 れた。特に、大学 ・研究所 ・企業の碕究者が一堂に
蔓 速陽電子を低磁場の位置で生成 し簡易なレンズ系で 会 して、長時間の意見交換を行 うことが出来たのは
誘導磁場領域 に持ち込む陽電子 ビーム装置の整備 に 大変有意義であった。
亀 環 境 保 全 材 料
代表者 林 安 徳
(九州大学工学部教授)
1.はじめに に関連する材料の研究の現況を紹介 し合い、理解を
発展 と繁栄を持続 しながら、地球環境の保全を目 深 めると共に、今後の研究の方向に関 して討議する
指すことは材料科学に携わるものの使命である。地 ために企画された。
球温暖化およびオゾン層破壊 を来たす有害ガスの除
去な らびに削減のための材料、種々の物質の リサイ2.研 究会の経過
クル、さらには既存の材料の保全の試みなど、本所 研究会は、金研講堂において、100名を越える参
の共同研究 においても、環境保全のための材料研究 加者によって行われた。プログラムは次の通 りであ
は様々な観点か ら行われている。本研究会は、 これ る。
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11月27日
開会挨拶 九大工 林 安徳
座長 永山政一(北 大名誉教授)
CO2リサイクルについて
… 橋本功二、吉田 健、舟山幸太、石川哲也、秋山英二、幅崎浩樹、川嶋朝日、浅見勝彦(東 北大金研)
海水電解による水素発生システムの設計 熊谷直和(大 機 ゴム)
座長 小川洋之(金 沢工大)
CH4生成 とCO2回収システムの概要 嶋村和郎、小森 充(三井造船)
メタン燃焼設備 ・排ガス回収設備の腐食問題 山根康義、戸塚信夫(川 崎製鉄)
ぐ
座長 石川雄一(日 立機械研)
アモル ファス合金によるCO2の水素化反応 甲斐敬美、高橋武重(鹿 児島大工)
NOとディーゼルパティキュレー トの同時除去触媒に関する研究 富田 彰(東 北大反応研)
座長 佐々木 健(北 大工)
二酸化炭素環境下での炭素鋼の水素吸蔵 西村六郎、八木雅之、山川宏二(阪府大工)











板垣昌幸、渡辺邦洋(東 理大理工)、佐伯雅之、水流 徹(東 工大工)
座長 大塚俊明(名 工大)
TbFeCo光磁気記録膜の大気環境中における劣化過程のIn-Situエリプソメ トリー解析
赤尾 昇、原 信義、杉本克久(東 北大工)




耐候性鋼最終安定さび層 としてのCrゲー サイ トの性状
山下正人、幸 英昭、長野博夫(住 友金属)、三沢俊平(室 蘭工大)
Zr添加によるTiA1の高温耐酸化性の向上 谷口滋次(阪 大工)
座長 井上博之(阪 府大工)
プラズマ溶射 コーティング材の電気化学的方法による評価 武 成祥、奥山 優(小山高専)
電着法による硫化物半導体薄膜の作製 高橋 誠(中 部大工)
座長 坂入正敏(北 大工)
鋼 ワイヤの腐食挙動の線径依存性
中山武典、阪下真司(神 戸製鋼材料研)茨 木信彦、落合憲二(神 戸製鉄所)




保坂信義、石川雄一(日立土浦機械研)西 田 侑(日立土浦 エンジニアリング)
フッ化物溶液中における材料の局部腐食特性 所 和彦、山田寿一(中工研)西 村六郎(阪府大工)
座長 山川宏二(阪 府大工)
パネルディスカッション 「今後のあり方について」
パネ リス ト:瀬尾眞浩(北 大工)、三沢俊平(室 蘭工大)、水流 徹(東 工大工)
閉会挨拶 橋本功二(東 北大金研>
3.成果 度が低 く、高融点金属であって、水素発生条件で不
C'・'L、かねてからのプロジェク ト研究 であったCO2リサ 働態化 しないか不働態化 しても不働態皮膜の水素発
イクルに関する6っの報告が行われた。CO2リサイ 生能が高いと言 う条件を満たす元素 として選んだモ
クルは、co2を固定燃焼施設で回収 し液化 して砂漠 リブデンを添加 したアモル ファスNi-Mo合金が、白
最寄 りの海岸 にタンカーで送 り、一方、砂漠におけ 金より水素発生過電圧が低 く、 これに高温濃厚アル
る太陽電池発電の電力を用いて砂漠最寄 りの海岸で カリ浸漬処理を施 して表面からモ リブデンを浸出さ
海水電解 を行いH2を得、回収 して運んできたCO2せ ると共に有効表面積を高めると、更に高活牲な水
とH2を反応 させCH4を再生 し、液化 してエネル 素発生用カソー ドとなることが発表された。また酸
ギー消費地へ送 り返す ものである。 このCO2リサイ 素発生用 アノー ドとしては、酸素過電圧が塩素過電
クルの成否の鍵を握 るものは、海水電解用アノー ド 圧より低いことが知 られている酸化マンガンを電極
およびカソー ド材料ならびにCO2をCH4に変換する 活物質の基本 とし、 これに種々の元素を添加 した酸
高性能触媒の創製である。水素過電圧がきわめて低 化物を耐食金属であり導電体で もあるチタン板に被




圧で高速 に進行 し、CO2のメタン化の活性が低い触 答の測定から不働態皮膜の不均一性を解析する試み
媒を用いるとCOを経てエタン、 プロパ ン等を生 じ も興味深い ものであった。 続いて電気化学的方法
る反応がメタン生成反応 より数桁遅い速度で進行す を用いたプラズマ溶射 コーテ ィング材の耐食性の新
ること、したが って、メタン生成反応はCO生成反応 たな評価法、耐候性鋼上に長期間に形成 された安定
とは経路が異なることなどが報告された。 これに関 さび層の解析、およびわずか0.2%のZrの添加が構
連 して、ロジウムを活物質 とする触媒によるco2の 造用軽量耐熱材料 として期待 されているTiA1の耐
メタン化反応に対 し、アモルファスRh-Zr合金を前 高温酸化性を著 しく向上 するとい う報告がなされ
駆体 とする触媒が担持触媒 より高温 における耐久性 た。また、太陽電池用電極材料やエレクトロル ミネ
が優れていることが発表 された。 さらに、「CO2リ センス表示素子 として利用 されている硫化物半導体
サイクルのための新機能材料の創製」と題する臼本 薄膜が電着法で も作成可能 な ことが紹介 された。
学術振興会産学共同研究支援事業費が平成7年度に 環境関連材料の腐食問題およびその防止法に関する
認 められ、基礎研究 と合わせて、金研屋上に砂漠、 研究 として、カソー ド支配 となる中性溶液中での鋼
砂漠最寄 りの海岸、 エネルギー消費地を模 して、 ワイヤの腐食速度は線径依存性があること、オキシ(
CO2を外界に放出せずに太陽エネルギーをメタンに アニオ ン系溶融塩中においてニッケルはカソー ド分
変えて燃焼す る閉 じた ミニプラントを製作すること 極化で も激 しく腐食すること、海水中での銅のすき
が報告 され、それぞれの部分を担当する企業の研究 間腐食防止のために開発されたゴム質 シール材が優
者 か ら、構想 と問題点 などが報告 された。 また、 れた防食効果を持つという興味 ある話題が提供され
CO2回収に関連す る腐食問題について も二つの研究 た。 さらにフロン分解で問題になるであろうフッ化
報告があった。 次いで行われたNOとディーゼルパ 物 による腐食に関する話題 も提供された。 最後に、
ティキュレー トの同時除去触媒の紹介は、パティキ パネルディスカッションにおいて、 これまでグリー
ユ レー ト中の窒素が反応に大 き く関与することな ンマテリアル研究プロジェク トとして、CO2のリサ
ど、同位体元素を用いた研究結果の報告があり、 き イクル、NO、の分解、フロンの分解のための新材料
わめて興味深い ものであ った。 溶融炭酸塩型燃料 の研究を中心 としてきた ことを修正 し、それぞれが
電池を構成するステ ンレス鋼の腐食を促進する因子 現在研究中あるいは研究企画中の課題を持 ちよ り、
を明 らかに した研究、およびごみ焼却炉発電用材料CO2リ サイクル、CO2の電解還元、水素エネルギー、
の耐食性をイ ンピーダンス法によって迅速に評価す 光エネルギーの変換 およびNOxの分解 に関連す る ○
る研究 も興味ある報告であった。さらに、電気自動 新材料および新技術、環境保全 に関連 した発電およ
車の発展 ・普及に必要な高容量 ・高耐電圧 コンデン び省エネルギ∴のための新材料、ならびに関連する
サーを目指 したアル ミニウムアノー ド酸化皮膜の話 耐環境材料 とその評価技術について、「環境保全の
題 も提供された。 第二日目は、環境関連材料の劣化 ための新材料新技術」 と題 して共同して研究を行う
とその計測法な らびに防止法に関する研究が発表 さ ことにした。
れた。まず、計測法に関する砺究 として、最近注 目
されているその場観察 ・計測法が数例報告 された。4.ま とめ
走査型電気化学顕微鏡法と顕微 レーザーラマン分光 本研究会は、新 しい材料を創製 し、関連する技術
法を組み合わせた局部腐食のその場観察の例が紹介 を開拓することによって、21世紀 の環境 とエネル
され、続 いてチャンネルフロー電極法が溶出イオン ギー問題を解決することを目標 に、年々続けてきた
のその場定量 と腐食のメカニズムの解明に有用であ プロジェク ト研究が成果を上げつつあることを確認
ることが示 された。エ リプソメ トリーを用いた大容 したものであ り、さらに今後の発展を期 して散会 し
量光磁気記憶媒体の大気劣化、および光電気化学応 た。(文 責 本所教授 橋本功二)
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lMRニュー スN。 、24研 究 会 ・ワー ク シ ョ ッ プ 報 告
超微粒子 ・表面 ・界面 のダイナ ミックスと物性
代表 者 川添 良幸
(本研 究所 教 授)
1.はじめ に よ り一層 の共通理 解 と この醗究分 野の今後の発展を
最 近 の計算 機 システ ム及 びその利用方法の急激な 確 かな もの とす るた あに今回 の ワーク ショップを企
進 展 によ り、物牲研究 にお いて コ ンピューター ・シ 画 した。
ミュ レー シ ョンの 役割 が本 質 的 に重 要 にな って い
る。例 えば超微粒子等 の少数多体 系の特徴 を調べ る2.ワ ー ク ショップ報告
{ρ 場 合 にお いて、 この方法 は絶大 な威力 を発揮 す る。 平成7年11月14日 と15日の2日 間、東北大学金
また、表 面 ・界面 の よ うにその ダイ ナ ミックスが複 属材 料研究所2号 館講堂 にお いて表 題の研究会 が開
雑で あ り、 その特 性を解 明す る手掛 りとなるデー タ 催 され、超微粒子 ・表面 ・界面 の ダイナ ミックス と
の蓄積 も少 ない場合 には、実 験 デー タを解析 する上 物性 に関す る20の研究報告 お よび討論 が約40名 の
に も、 実 験 を進 め る指 針 を得 るた め に も、 シ ミュ 参加 者 によって活発 にな された。 その内容 は以下 の
レー シ ョンが非 常 に有用 な手 段 となる。 これ らの点 とお りで ある。尚、閉会の挨拶(近 藤)に お いて、今
を踏 まえ、 コ ンピュー ター ・シ ミュ レー シ ョンを用 回の研究会 の開催 にまで至 る経 過 および主 旨 ・抱負
いた超 微粒子 ・表面 ・界面 に関 す る最近 の話題 を中 な どにっ いての説明が お こなわれ、14日に開 かれた
心 に、理 論 お よび実験 研 究 を活 発 に行 って い る グ 懇親会で は参加者全員 が打 ち解 けて この分野 の将来




開会 の挨拶 東北大 ・金研 川添 良幸
《相転移 ・界面》
しJ液 体 の2相 分離組織 の発達 の ダイ ナ ミックス ・… ・相原 智康、川添 良幸、増本 健(東 北 大 金研)
PredictionofMatrixPrecipitateInterfacialEnergy:AnApplicationtoA1-Al3Li
MarcelSluiter(東北大 金研)
C60の液体 は存 在す るか?一 密度 汎関数理論 一 長 谷川 正之(岩 手大 工)
《結 晶成 長》
HeatandMassTransferduringCrystalGrowth柿 本 浩一(NEC基 礎研)
InfluencecfClusterSizeonCrystallizationfromMelt
宇 田 聡(三 菱 マテ リアル ・サイバ ースペース研)
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《理論》
半導 体表面 にお けるキ ャ リアプ ラズモ ンー極性 フォノ ン相互作用 稲岡 毅(岩 手大 工)
球 殻状金属 微粒子 の電子 構造 稲 岡 毅(岩 手大 工)
《バ ル ク ・メ ゾ系 と電流 ・人工格子 》
NaC1型FeNの 電子状態 高橋 学(群 馬大 工)
StronLgCorrelationofElectronsinMesoscopicRinginaMagneticField
陳 瀬 、石 原 正仁、李 志強、川添 良 幸(東 北大 金研)
3次元磁性 人工格子 による新 しい超高 密度磁気記録媒体 の可能性




余 京智、MarcelSluiter、川添 良幸(東 北大 金研)
《メゾ系 と電流》
表面系 にお ける電流 の時間変化 の計算 大西 楢平(NEC基 礎研)
《タイ トバ イ ンデ ィ ングMD》
オー ダーNタ イ トバ イ ンデ ィ ング分子動力学 の巨大 フラー レンへの適 用
伊藤 智 、井原 茂男(日 立 中研)
Tight-bindingMolecularDynamicsSimulationofFullereneCollisionProcesses
KeivanEsfarjani、橋 祐一 、大野 か おる、川添 良幸(東 北大 金研)
《第一原理MD》
水分子 ク ラス ターのab-initio分子動力学計算
… … 池庄司 民夫(工 技院 融合研)、相原 智康、大野 かお る、川添 良幸(東 北大 金研)
C60への アル カ リ金属 内包 化 の第一原理分子動力学 シ ミュ レー シ ョン
… ・… 丸山 景 燭 か おる・KeivanE・farjani・川添 良幸(剰 ヒ大 金研)。
《表面吸着MD》
GaAs(100)表面上 へのC60吸着過程の分子動力学 シ ミュ レー シ ョン
神山 博(青 森公立大)、大野 か お る、川添 良幸(東 北大 金研)
《クラ スター衝突 》
アル ゴ ンクラスターイオ ンの衝突 ダイナ ミックス
市橋 正彦(東 大 理)、池上 努(分 子研)、 近藤 保(東 大 理)
Arク ラスターとCO2の 衝突 によ る二成分 ク ラス ターの生成
・… … 尾崎 裕(城 西大 理)、福 山 力(国 立環境研)、市橋 正彦、近 藤 保(東 大 理)
DynamicSolvationEffectinI2(CO2)n
安松 久登、小泉 真一、寺嵜 亨、近藤 保(理 化学 研究所/東 大 理)
12(CO2)nクラス ターイオ ンの シリコン表面 衝突反応 にお ける溶 媒効 果
神 田 一浩(い わ き明星大 理工)
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《遷移金 属 クラ スター》
StructureandMagnetismofBinaryC}usters
李 志強、大野 かお る、川添 良幸(東 北大 金研)
バ ナ ジ ウム クラスターの電子構造 一 光電子分光法 による測定 とDV-Xa計SC-一




峰本 紳一郎 、寺嵜 亨 、近藤 保(東 大 理)
閉会 の挨拶 近藤 保(東 大 理)
,1/3.成 果 稲岡 は、半導 体表面 におけ るキ ャリアプ ラズモ ン
マイ クロ クラスターか らナ ノ構造体、超格子、結 と極性 フォノ ンの間 の相互作用 を半 無限電子 ガス模
晶成長、 バ ル クに至 るまでの幅広 い分野 に関 する最 型 とRPAの 範 囲で考察 した。
近 の発展 お よ び展望、 そ して実 験 ・理論、 さ らには 続 いて、稲 岡 は、球殻状金属 微粒 子 の電子構造 を
コン ピュー ターを用 いた数 値計算や コンピュー ターLDA+SICの 範 囲で解析 し、SICまで入 れる計算 が
シ ミュ レー シ ョンによ る数 多 くの素晴 らしい研究結 必要 な ことを強調 した。
果 が報 告 され、活発 な討論が行 われた。以下 にその 高橋 は、NaC1型とZnS型 のFeNの 電子状態 を
成果 を略記 す る。KKR法 で計算 し、格 子定 数 と局 所磁 気 モー メ ン ト
相原 は、L-J2成分 液体 の ス ピノー ダル領域 での との関係を議論 した。
ダイナ ミ ックスを古 典分子 動力学 法 によ って調 べ、 陳は、 メゾス コ ピック系 の2重 の伝導原子 リング
組織 の大 き さが 時間 とと もにtl/2で増 加す る こと を考 え、 これを磁場 中に入 れた時 に起 こるAB効 果
等 を報告 した。 への電子相関 の影響 を議論 した。
Sluiterは、第一原理計 算結果 を用 いた クラスター 水関 らは、3次 元磁性人工 格子 によ る新 しい超 高
・ 変分法 に よるAl-Al
3Li系のバ ル クの相図計算 とその 密度磁気記録媒 体の可能性 と題 して、磁 化容易軸方
2相分離界面 へ の応 用 につ いて報告 した。 向 を3次 元 チェ ッカーボー ド状 に交互 に入 れ替え る
長谷 川 は、密度汎 関数理論 に基づ いてC60の 液体 ことによ り多値記録を実現 し、 それ に基づ いて超高
権 が存在 す ると して も2,000K付近 の極 わずかの領 密度磁気記録媒 体が作れ る と指摘 した。
域 に限 られ るとい う報 告を行 った。2日 目に入 り、まず余 は、Fe-Ag系のfcc相とbcc
柿本 は、 チ ョクラル スキー型 の シ リコン結晶 の引 相 の相図 を クラスター変分法 で計算 す る手法 および
き上 げ成長 にお け る流 れのX線 測定結果 を レビュー その結果 にっ いて報告 した。
し、熱流体 力学 に基 づ く数値解析 と傾圧不安定性 な 大西 は、 表面 で の電子移動 の動的性質 を議論 す る
どの考察 を発表 した。 ため に、時間 に依存 する シュ レデ ィンガー方程式 を
宇 田は、Li2B407系の核形成 ・成長 にお ける自由 量子 流体力学(QFD)形 式 に基づ いて解 いた結果 に
エネルギー に対 す る結晶粒子 サイズ分布 とエ ン トロ っいて報告 した。
ピー効果 を議論 し、核形成率 への粒 子サイ ズ分布 の 伊藤 は、計算時 間が粒 子数 に比 例す るオーダーN
役割 を明 らかに した。 法の アルゴ リズ ムを用いた タイ トバ イ ンデ ィ ング分
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子動力学 プログ ラムを紹介 し、 巨大 フ ラー レンに対 伊勢 田 は、 バ ナ ジウム ・ク ラス ターVn-(3≦
す る計算結 果 を示 した。n≦100)の 光電子 スペ ク トル測定 を行 い、 スピ ン
Esfarjaniは、 タイ トバ イ ンデ ィング分子動力学 偏極 のDV-Xα法 に よりV4Mク ラス ターに対 して幾
法 を用 いて、2個のC60の衝突 過程 を シ ミュレー トし っ かの原子配 置 を仮定 してそれぞれ の電子 構造 を計
た結果 を報 告 した。 池庄司 は、水 分子 クラス ターに 算 した。
つ いて 、第一原理分 子動力学法 シ ミュ レー ションを 峰本 は、COn+(n=3～5)の 光解 離 スペ ク トル
行 った結 果 を紹介 し、経路積分 法の計算結果 を ワー を、生 成 され るCo、+とCOn_1+イオ ンを検 出す る
クステー シ ョン画面 で リアル タイ ムに示 した。 ことで測定 した。 また、 ス ピ ン偏極 のDV-X、法 を
丸 山は、第一原 理分子動力学 シ ミ=レ ー シ ョンに 用 いた第一原理 計算 によ りCo3+とCo4+の電子構i
よ り、Li+イ オ ンが5eVの 速度 でC60一の六員環 造 と幾 何構 造を決定 した。
中央 に向か って垂 直 に入射 した場合 には、金属 内包
フラ ・ーレンと してLi@C60が 生成 され ることを示4.ま とめ
した。 最近 の コ ンピュー ターの発達 によ り、超 微粒子、r
兀
、
神 山は、Ga-richのGaAs(100)表面上へ のC60表 面、 界面 の よ うなメ ゾス コ ピック系 の物 性の分野
吸着過 程を古典 分子動力学法 で取 り扱 い、 スーパ ー で もシ ミュ レーシ ョン技法 が活 発 に用 い られ るよう
コ ンピュー ターを用 いた シ ミュ レー シ ョン結果 を ビ にな って きた。 また、超微粒子 の安定性 や解離過程
デオ テー プ に よ るアニ メー シ ョ ンを交 えて紹 介 し を原子 ・電子 レベル で調 べ るための高度 な実験研究
た。C60は、下地 ダイマー列 の谷 に2個 ずつペ アで吸 技法 が生み出 されて きて お り、 これ らがお互 い に刺
着 され る。 激 し合 って この分 野 の今 日の発 展 に繋 が って い る。
市橋 は、アル ゴ ンクラス ターイオ ンAr、+(n=3こ の ような時期 に、本所 において表題 のテーマ に関
～23)と 単一 アル ゴン原子 との衝 突 ダイ ナ ミック す るワー クシ ョップを開催 出来 た ことは大 変喜 ば し
スを、量子 力学 を合 わせ た分 子動力学法 によ り調 べ い ことであ る。参 加者 は、理論 ・実験 を問 わず何 れ
た結 果 を報告 した。 もこの分野 の第一 線 の研究者 であ り、 どの研究 発表
尾崎 は、Arク ラス タ 一ーとCO2の 衝突 によ る二成 のテーマ も正 に時期 にか な った もので あ った。個 々
分 ク ラス ターArmCO2の生成を分子動 力学法によ る の重要 な問題が発表 され た ことと、充分 とは言 えな
シ ミュ レー ションで調 べた。 断面積 と脱 離 したアル いまで もそれ に関す るある程度 深 い討論 を行えた こ ◇
ゴ ン原子数 は実験結果 を説 明す る。 との意 義は大 きい。 また、今回 の研 究会 を通 じて こ
安松 は、CO2ク ラス ター中 に埋 め込 まれた12一の れまで交 流のなか った研究者同士 が知 り合 えた こと
解 離 を導 くた めに、 この クラス ターを シ リコン表面 と、少 し異 なる分 野の研究者 の間で密接 な情報交換
に衝突 させ る実験 と分子動 力学法 によ るシ ミュ レー を行 うことが出来 た ことも大変良 か った。研究者間
シ ョンの両 方の結果 を紹 介 した。 で交 わ された議論 の幅の広 さ と洞察 に今後 の この分
神 田は、12(CO2)nクラス ターイオ ンを シ リコン 野 の多大 の発展 が確信で きた。
表面 に衝突 す る過 程 を古 典分 子 動力 学法 によ り調 本研 究会で発表 された殆 どの論文 は、東北大学研
べ、表面 は極 めて弾性 的に取 り扱 うことが出来 るこ 究所報告A集(第41巻2号)「MaterialsDesignby
とを示 した。ComputerSimulationIII-Dynamicsand
李 は、鉄原 子の周囲 を数 個の硫黄原子 が囲 む形 のPhysicalPropertiesofClusters,Surfacesand
ク ラス ターの電子状態 について第一原理計算結果 をInterfaces-」に まとめ られて い るので、興 味の あ
行 った結果 につ いて報告 した。 る方 はそれを参照 して頂 きたい。(文 責 大野)
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走査 トンネル顕微鏡に関連した新しいプローブ顕微鏡に関する研究会
代 表 者 長 谷 川 幸 雄
(本研 究 所 助 教 授)
1.は じめ に 面 ・磁 性 薄 膜 ・ナ ノ磁 性 粒 子 な どSTMに 関 連 した 或
走 査 ト ンネ ル 顕 微 鏡(STM)に 関 連 して 、 最 近 、 い は これ か ら関 連 しそ うな分 野 で最 近 ユ ニ ー ク な研
物 質 表 面 ・界 面 に お け る ナ ノ ス ケ ー ル で の現 象 に関 究 結 果 を 出 して い る研 究 者 に参 加 ・講 演 を お 願 い し、
す る研 究 が 急 速 に進 展 して お り、 次 々 と新 しい成 果 さ ま ざ ま な観 点 か らの 討 論 ・意 見 交 換 が 行 わ れ る よ
が報 告 さ れ て い る。 表面 に関 す る研 究 に 限 って み て う企 画 した。
c・ も、 以 前 は 原 子 構 造 に 関 す る もの が主 で あ った が、
最 近 で は表 面 で の電 子 の 振 る舞 い や拡 散 な どの原 子2.プ ロ グ ラ ム
の動 き に関 す る研 究 が 増 え て き て い る。 本 ワー ク シ ワ ー ク シ ョ ッ プは、平 成8年1月29日 と30日 に金
ヨ ッ プ で は 、 最 近 の こ う した 動 向 を 見 極 め るた め 属 材 料 研 究 所 の 講 堂 お よ び 会 議 室 にて 行 なわ れ た 。
に 、STMを 用 いて 第 一 線 で 研 究 を され て い る方 々 を15件 の 講 演 と23件 の ポ ス タ ー発 表 が 行 わ れ 、 ボ ス
招 いて 講 演 を お 願 い した。 た だ 、STMに 関 す る研 究 タ ー発 表 と同 時 に 簡 単 な 懇 親 会 を行 っ た。 約70名
会 は 国 内 で も非 常 に頻 繁 に行 わ れ て お りマ ンネ リ化(う ち学 外26名)の 参加 者 が あ った。 プ ロ グ ラ ム は
の 傾 向 も あ る の で 、 本 ワ ー ク シ ョ ッ プ で は あ ま り 以下 の 通 りで あ る。











































































底3.成 果Tsong先 生 が 、F工Mに よ る非 常 に丁 寧 な硯 究 を通 じ
最 初 の 米 国 サ ン デ ィ ア 国 立 研 究 所 のSwaitzen一 て 、 表 面 で の ス テ ッ プエ ネ ル ギ ー や エ ネ ル ギ ーの ア
truber氏に よ る講 演 は、最 近 彼 が 独 自 に開発 した ア イ ラ ン ド形 状 た対 す る依 存 性 な ど を 議 論 して い た 。
トム ・トラ ッキ ン グSTMに 関 す る もの で あ った。 こ 最 近 、 結 晶 成 長 で の モー フ ォ ロ ジー の原 因 を原 子 レ
れ はSTM探 針 を 表 面 の特 定 の原 子 に 固 定 して そ の ベ ル の観 点 か ら解 明 しよ う との試 み が 、STMを 用 い
動 きを リア ル タイ ムで 追 いか け る手 法 で 、 これ に よ た研 究 に よ り盛 ん に行 わ れ て お り、 その 意 味 でFIM
り、 原 子 が 表 面 上 で 拡 散 す る さ まを 直 接 捕 らえて こ もSTMと は 相 補 的 な情 報 を 与 え て くれ る こ とを 見
れ か ら拡 散 係 数 等 の 値 を 求 め て いた 。 実 際 に原 子 が 事 に示 して い た。 他 に も初 日 に は、金 材 技 研 の宝 野
表 面 上 で ラ ン ダ ム ウォ ー クす る様 子 を ビデ オで 示 し 氏 に よ る3次 元 ア トム ・プv一 ブ法 に よ る ア モ ル フ
た の は ま さ に圧 巻 で あ り、STMも こ こまで 出来 る の ア ス合 金 の 再結 晶 化 過 程 に関 す る研 究 、 京 大 の新 庄
か と思 わ せ る講 演 で あ った。 さ らに、電 界 イ オ ン顕 先 生 に よ る波型 の 基 板 を 利 用 した金 属 多 層 膜 の 巨大
微 鏡(FIM)の 分 野 で は第 一 人 者 で あ り最 近 はSTM磁 気 効 果 の 方 向 依 存 に関 す る研 究 、 東 北 大 通 研 の潮
で も興 味 深 い結 果 を 出 して い る 台 湾 物 理 研 究 所 の 田先 生 に よ るSTMか らの 光 発 光 検 出 に よ る ポ ー ラ
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スシリコンやナノ粒子でのクーロンプロッケー ドにSTMと の こと)、銅表面上での塩素吸着のSTMによ
関する研究、日立基礎研の和田氏によるマイクロマ る研究 につ いて発表があった。 同 日の日本人によ
シーニ ングによって作 られたSTMと その探針 の る発表では、早大の大島先生による単層 グラファイ
TEMによる評価 に関する講演があった。2日 目は トや窒化ホウ素のEELSによるフォノン分散に関す
最初に簡単な研究室ッアーの後、カーネギーメロン る研究、阪大の大門先生による氏の開発 したエネル
大学のMajetich先生による磁性 ナノ粒子 に関す る ギー分解2次元電子検出器を用いた円偏光を用いた
講演でセ ッションを開始 した。 この粒子は磁性クラ 光電子分光に関する研究、東大の長谷川先生による
スターがグラファイ ト層で包 まれた構造 を してお 超高真空での表面電気伝導の測定 とその表面状態と
り、 フラー レンと同様の方法で作成することができ の関連 に関する研究、理研 の青野氏によるSTMに
るとの ことである。サイズ制御などまだ課題はある よる原子マニ ピュレーションとそのメカニズムに関
であろうが、ユニークな磁性材料研究で興味深い講 する研究、東大の深津先生による半導体量子構造 と




生 による温度可変のSTMを用いた白金表面上のエ4.お わ りに
チレン吸着 に関する講演があった。低温で吸着 させ せ っか く国内外の著名な研究者を集めたにもかか
たのち温度を上 げなが ら各温度でのSTM像観察を わらず、当初、当方の宣伝不足から人が集 まらない
行い、 その像 とEELS等の結果の比較により、吸着 のではとの危惧があったが、ふたを開けてみるとか
種の構造やその変化のキネティクス等を明らかにし な りの人に御参加いただ き、主催者を安心 させた。
ていた。STM像の質 もよく、 もはや低温STMも必 む しろ参加者聞の顔を覚えるには了度いいサイズで
ずしも目新 しい ものではなくなったとの印象を持 っ あった との声 も多 く、討論 ・意見交換 も盛んであっ
た。 っついて英国 ノッティンガム大学のMoriatyた ためか概ね好評であった。参加者間の討論 ・交流
氏によるGaAs表面のSTMによる研究発表があり、 に関 しては、懇親会を兼ねたポスターセッションも
GaAs表面の構造決定 においては成 り立つ と考えら 寄与するところ大であったようである。 これには、
れているエ レク トロ ンカウンテ ィングモデルがSb前 回の仁科 カンファレンスで用意 されたポスター用
吸着系では成 り立たないとの報告がなされた。そし のパネルが金研 に寄付されていたので、これを早速Q
て最後には、ロシア総合物理研究所のYurov氏によ 利用させて頂 いた。パネルの組立に際 しまして御協
る発表があ り、同氏の設計 したSTMについての説 力下さった鈴木研究室若生氏にこの場を借 りて感謝
明のの ち(ロ シアでは唯一稼動 している超高真空 申し上げる。
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● 増 本 ・井 上 教 授 グ ル ー プ の研 究 実 績 、ISIの調 査 で我 が 国 第1位 の 評 価 ●
1995年10月号 のSciencewatch誌の"MastersofMaterialsResearch"という記事 で、過去5年 間
の材料 関係 の論文 の引用回数 お よびlmpactfactorの調査結果が公表 され ま した。この調査 は、米 国科 学情
報研究 所(ISI=lnstituteforScientificlnformation)が索引 を作成 してい る150あま りの材料 科学 と治
金学 の重要 な雑誌 か ら1990-1994年に良 く引用 され た300編/年 の論文 を抽 出する ことによ って行 った
ものです。ScienceやNatureからも引用 回数 の多 い論文 を拾 い出 して います。
それ による と(表1参 照)、1990-1994年に8編 以上の高 いlmpactfactorを得た論文 を発表 した組織
と して、米 国の 旧M社 、カ リフ ォルニア大学サ ンタバ ーバ ラ校、AT&Tベ ル研、オー ク リッジ国立 研究所 に



















表1:1990-1994年 に8編 以 上 の 高 いlmpactfaGtorの論 文 を 出 版 した 材 料 関 連 の 研 究 組 織 を 、
引 用 回 数 の 多 い 順 に 並 べ た 結 果 。
こ の 快 挙 は 、 本 研 究 所 の 増 本 お よ び 井 上 教 授 に よ る ア モ ル フ ァ ス 合 金 に 関 す る 論 文 が 重 要 な 寄 与 を し て い ま
す(表2参 照)。 も ち ろ ん 、1位 は 、 カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 サ ン タ バ ー バ ラ 校 のEvansで 、 複 合 材 料 関 係 の 論 文





























表2:4編 以 上 の 高 いlmpactfactorの論 文 を 出 版 した 著 者 を 、 引 用 回 数 の 多 い 順 に 並 べ た 結 果 。
(Am・ngth・sepublishing≧iOhigh-impactpapers)⇒
国別 のラ ンキ ング(表3参 照)に よるRaRkCOIIntry望 畿賢
ti:甥灘 篇 聾 呈慧 齢 署1U・itedStatesi7・753
分 の1に も満 た な い こ とが 分 力、り ます 。2Japan2・973
1!灘蟻 華冒li謄 ■ 　i
た・ 何 と言 って も ヨ ー ロ ッ パ中tLNで・ ア7SWttzeriand645
ジアからは毯が国以外には全 く桁違 し'の81吐 ・ly324
成 果 しか 得bれ て い な い の が 現 状 で す 。9Australia324
この成 果 を特 別 な もの と して終 わ らせ な10Netheriands264
い た め に、 今 後 と も我 々 は心 して 研 究 に
励 まな け れ ば な りませ ん。 表3:10編 以上の高いlmpactfact。rの論文を出版
(文責=川 添 良 幸)し た国 を・引用回数 の多い順 に並 べた結果。
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● 受 賞 者 一 覧(1995.4-1996.4)●
賞 の 名 称 受 賞 者 氏 名 受 賞 年 月 日
日本 金 属 学 会 金 属 組 織 写 真 賞 櫻 井 利 夫1gg5.04.01
(社)日 本 金 属 学 会 研 究 技 術 功 労 賞 山 口 久1995.04.04
目本 金 属 学 会 功績 賞 後 藤 孝1gg5.04.051(
粉 体 粉 末 治 金 協会 研 究進 歩 賞 隅 山 兼 治1gg5.06.27
国 際 電 界 放 射 シ ンポ ジ ウム 櫻 井 利 夫1995.08.10
MostOutstandingPosterAward
日本 分析 学 会 有 功 賞 真 壁 完 一Igg5,0g.2g
金 属 材 料 科 学 助 成 賞 八 百 隆 文1995.11.02
原 田研 究 奨 励 賞 胡 暁1995.11.02




[1日 本表面科学会 第5回奨励 賞 辻 幸一一1995 .11.29
日本金属学会技術 開発 賞 井上 明久1995.12.15
日本金属学会奨励 賞 長谷川 幸雄1995.12.15
日本金属学会 論文賞 木村 晃彦1995,12,15
科学計測振 興会 賞 後藤 孝1996.01.17
iBMユー ザ ー ・シンポ ジウム入賞 川添 良幸 ・中名生 充1996.03.01
日本金属学 会概 究技術功労賞 斎 邦明1996.03.26
日本 金属 学会増本量賞 藤森 啓安1996.03.26
科学技術 庁長 官賞(第37回 創意工 夫功労者表彰)山 口 久1996.04.19
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●金属材料研究所発行出版物●
　 ロ ロロ ロ 　リ ロ 　ロ け け の　　　 　 　 　 　 コ　 　 　 　 コ　 　 　 　 　 　　 　 　　 　コマけ ロ　リ ロロロロロロロリ け け ロのコ　 　 　 　 　 　 　 　 　 のココ　 　 　 ロ　 コ　 　 ロ　 　 コサリ サロの　サ　ロロリ ロリ ロロロロロロリ 　ロゆ　ロロ　 　 　 　 　　 りり 　 　 　 コ
i1)概 究所概要 パ ンフ レッ トr東 北 大学金属材料研究所1996』 … … … … … ・・…1996年5月 発行i
i2)広 報紙rlMRニュース』(No.22-24♪… …".・… … …1995年8月 ・12月発行 ・1996年5月発行i
i3)共 同研 究報告書i
lr東 北大学金 属材料研究所 研究部共 同研究報告』 … … … ・・… … … ・… ・… …1996年5月 発行i
ir東 北大 学金属材料硬究所 強磁場超伝導材料研究 セ ンター 平成6年 度年次報告 』i
i・ ・… … … … … … ・… … … … … …1996年6月 発行 予定i
i『 新素材 開発施設共 同利 用研 究報告書』 … ・… … … … ・… ・… … … … …1996年6月 発行 予定i。1・N
i4)論 文 リス トi
i『ListofPaρersPubtishedbytheMembersoflnstituteノ'orMaterialsResearch,TohokuUniversity1994』i
i… … … … … ・・… ・・… … … … …1995年10月 発 行i
i5)評 価 報 告 書i
iF東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 外 部 評 価 報 告 書 』(1995.4実施)… … … … … ・・1995年7月 発 行{
i点 検 評 価 委 員 会 報 告 書r東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 の活 動1993年 度 一1994年 度 』i
i… … … … … … … … ・… … ・… …1996年3月 発 行i
i6)論 文 集(∫ci.Rep.RiTU,A)i
ir撫 εr'alsDesig・byC・〃rputerSimuiation〃一・-Micr・clusters,SuOfa・e,andGr・inB・undaries--Si
i(VoL41・-2)… … …"… … … …'"1996年3腓 行i。
irAmorphousMaterialsXVII』(VoL42-1♪・… … ・・… ・… … ・∴ … … … … … ・1996年3月 発 行i
i『Ad・an・edR・ ・ea・chinHighFi・ldL・b・・at ryforSuperc・nducti・gM・teri・ts』(1・1・L42-2?i
i… … ・… … ・… … ・… … … … ・…1996年6月 発行 予 定i
● 図 書 室 か ら の 新 し い 情 報 検 索 サ ー ビ ス に つ い て ●
に ロロロけ 　ロロコ　ロ ロロ ロ ロコロ　コけ け コ　ロ リ ロリ ロけ 　　り　り り リ ロロロロコロロロロロ リ ロリ コけ け サ　ロ ロロロロ リ ロ コリ リ ロロ　け り リ ロロロ ロコロロロリ リ ロ 　　ロ ロ ロリ リ リモロリ 　　ロ　　ロ ロ リ ロロ ロけ ココリ ロロリ リ コリ 　り け ロロロ　コリ ロ　　ロヨ
ロ ロ
i【World-WideWeb(httpl//www.imr.tohQku.ac.jp/library/)によ る情報 提供 について】i
i本 研究所 の図書室利用案 内が 金研 のホ ームペー ジか ら御覧 いただ けるようにな りま した。そ の他 、金研図i
i書 室のホ ームペー ジに、学 内所蔵検 索サー ビス(WWW、telnet)をリンク しま した。東 北大学附属図書館i
iの ホ ームペ ージも リンク してい ます ので、そ こか らUncoverサービスも利 用可 能 です。i
iUncoverは、約17,000タイ トルの学術雑誌 の 目次速報 デ ータベースです。1989年以 降 に出版 された目次i
i情 報 が収録 されて います。 図書 閲覧室 ワークステー シ ョンか らもご利用 いた だけます。i




【CD-ROMによ る検索 サー ビスについて】
図書 室で は、"Current-Contents"、"MaterialsScienceCitationlndex"等のCD-ROM版を備 えて お
り、図書 閲覧室 の 旧M(PS/VModel2408)で の検 索が可 能です。
1.Current-Contentsは、世 界 で発行 される物理 、化学、地球科学分野 の主要 な雑誌800誌 の最 新号 の 目次
情報 です。 このCD-ROM版には、アブ ス トラ ク ト(抄録)が 収録 され てお り、論 文内容 の把握 が可 能です。
現在所蔵 しているの は、1994-1995Annual版と最新版(毎 週更 新 され、1週 聞前の ものか ら検 索可能)
です 。
(
2.MaterialsScienceCitationIndexは、材料 科学専門誌約450誌 以上、な らび に世界の学術雑誌7,000
誌以上 か ら該 当分 野 に関 す る論 文、レビュー、レター、会議論文等 の書誌 索引 と抄録 を年 間約11万 件収録 し
てい ます。現在 所蔵 してい るの は、1991-1995Annual版と、1996.Jan.～Feb.の分 です。今後2ヶ 月
に1度 の割合 で入荷 します。1996.Mar.～Apr,分については、6月 に ご利用 になれる見込 みです。
3.PhysicalReviewは、 本 誌 の百 周年 記 念重 要 論 文精 選 集 です ♂PhysicalReview"と"Phy$ical
ReviewLetters"2誌掲載論文1000点以上が収録 して あ ります。
4,冊子体 で提供 して いま した2元 系合金相図 も、CDROMで ご覧 いただ けるようにな りま した。1990年
に出版 された 丁.B.Massalski,H.Okamoto,P,R.Subramanian,LgKacprzak著の二元 合金状 態図集
(約3,600ペー ジ)と1991--1994年にJournalofPhaseEqullibriaに掲 載 され たUpdates(約400
ペ ー ジ)の データを合 わせ た二元合金状 態図集が米 国ASMlnternationalより発行 され たCD-ROMで す。
約3,000の二 元合金系 に関す る約5,000枚の状態図 をは じめ、関連 す るテキス ト、 中聞化 合物 の結 晶構造 、
L文 献等 に関 する情報 が、最新 の コン ピューター技術 の導入 に よ り一層使 い易 くな りま した。二元合金 の最新
情報 を満載 した このCD-ROMは 、マテ リアルサ イエ ンスのすべての分野 に携 わ る研 究者 にと ってのバイブ
ルの役 割 を果 た します。 このCD-ROMの 特徴 と して、次 のよ うな便利 な機能が あ ります。
*元 素名 を入力す るだ けで状 態図が呼び出せ る
*at.%,wt.%の どち らの表示 もで きる
*Update情 報が あ る時 には同時 に示 され る
*状 態図の こみい った部分 を拡大表示で きる
*結 晶構造 はマ スター テー ブル に収 められているので、類似構造 の化合物 を容易 に検索 で きる
*温 度、濃度等 、指 定 した条件 を満足す る レコー ドを抽出 できる
*指 定 した語 を含 む テキス トが見 つけ られる
以上 が現在、利 用 していただ けるCD-ROMで す。他 に、X線 粉末 回折 デー タ検索 システム、NIST結晶
デ ・ータフ ァイ ルのCD-ROM版 も利 用可能 になる よう準備 中 です。
(文責:図 書掛)
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● 商 業 紙 に掲 載 さ れ た本 所 関 連 記 事(1995.10-1996.4)●
アル ミの組 成比 を上 げ る ことに よ り、高 強度 で、加工 性 の優 れ た準 結 晶ア ル ミ合 金 を開発 した。
井上明久教授ら:日経産業新聞(1995,102)
「高 品位酸化 物超伝導体 薄膜 の液相 エ ピタキ シャル成長」 の研究 に対 し、岩谷直治記 念財団 か ら今 年度の岩
谷 科学技術助成 金 を受 けた。 小松啓教授:日刊工業新聞(1995.12.15)
磁 気 ヘ ッ ドへの応 用が期 待 で き る超高 感度 の金属酸 化物薄 膜 を共 同で開発 した。`
立木昌名誉教授 ら=河北新報(1995.12.26)




金属間化 合物(ニ ッケル とア ル ミニ ウム)の 実用化 への貢 献で 、河北文 化賞 を贈呈 され た。
和泉修名誉教授=河北新報(ユ996.1.1)
表面弾性 波 素子 に使 われ て いる四ホ ウ酸 リチウム結晶 が波長変換 性 に優 れて いる ことを発 見、短波 長固体
レーザー と して の実 用化 に道が開 かれた。… ・・福田教授 ら=日本工業新聞(1996.120)/日刊工業新聞(1996.1.20)
銅 や合 金 の均一 サ イズの超微細 金属粉 末 を短 時間で大量生 産 で きる装置 を開発 した。電子 部 品精 密加工
や、 よ り鮮明 な印刷技 術 に貢献 。 井上明久教授ら:日刊工業新聞(1996.1.20)/河北新報(1996.1、20)
特殊合 金 「ナ ノグラニ ュラ・一薄 膜」 に磁気 をかける ことで 巨大な磁気抵抗 を得、半 導体の高集積化 を可能 に
する ス ピン トラ ンジスター開 発の第一歩 を踏み出 した。 藤森啓安教授 ら:読売新聞(1996⊥26)
新 材料研究 の魅力 と思 い出。 橋本功二教授=読売新聞(1996.2.08)
本研究所 に おいて1995年11月 「陽電子 の材料科学へ の応用」 と題 した研究会(本 所共 同利 用研究の一環)
が開催 され、広範囲 の研 究者が意見交換 を行 な った。(本誌p.17参照)
本所採択共同利用研究会(代表者 兵頭 東大教授/連 絡教官 ・ ～
山口(貞)研究室 ・長谷川助教授);日経産業新聞(19962,14))
増本教 授が 停年 退官 にあた り、「金 属 に魅せ られて40年 」 と題 して最終講義 を行 う。
増本健教授1毎 日新聞(1996.2.25)/河北新報(1996.3.14)
本研 究所が4月 で創立80周 年 を迎 え るに当た っての展望 。 … … 鈴木謙爾教授;日刊工業新聞 〈1996.3.07>
日本 金属 学会 よ り、本所 藤森 啓安教 授 に増 本量賞 、斎 邦明技 官 に研究 技術功 労 賞が授 与 され た。,
藤森啓安教授 ・斎邦明文部技官:日刊工業新聞(1996.3.14)
電子材料 な どへ の実用化が 期待 され る金属内包 フラー レン(Kを取 り込 んだC60)の 内包過程 を第一原理分
子動力 学法 によ りシミュレー トした。 … … ・川添良幸教授ら;河北新報(1996.3.23)/日刊工業新聞(1996.3.25)
高性 能圧電材料特性 を有 す るラ ンガサイ トを しの ぐ新材料 ニオブ酸 ランタン ・ガ リウムの高 品質 単結 晶の育
成 に成功 した。 福田承生教授 ら1口刊工業新聞(1996.3.29)
地球 温暖化 の一因 とな ってい るCO2か ら燃料 と して利用 でき るメ タンを生 成 させ る 「CO2リサイ クル シス
テム実証 プラ ン ト」 を完成 させた。 橋本功二教授ら1河北新報(1996.4.03)
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● 外 来 者 に よ る講 演 会(1995,12-1996.4)●
〈研究会、 ワー クシ ョップ、春季 ・秋季講演会、本所職員 に よる講 演会 は除 く〉
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Ci(株)東 芝基礎研究所 猪俣浩一郎 博士r磁 性人工格子の交換結合 と巨大磁気抵抗効果』iロ ロ





i松 下技研(株)国 際技術開発部 成沢 忠 氏rイ オンビームによる半導体の局所構造 解析』iコ 　
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i宇 部興産(株)研究開発本部宇部研究所 和久芳春 主席研究員r一方向凝固法による酸化物セラミック複合i
i材 料の製造 と材料強度特性』 … … … … … … … … ・(井 上研)1/1gi「 ■19,■ロ ココ
iUniv.ofEastAngliaProf.J.JohnDAVIES『Spin--FlipRamanScatteringinZnSeEpitaxiali












ilnst.oflnorganicChem..RussianAcad.ofSci.(ロシ ア)Dr.V.i.VLADIMIROVICH『ロ シアの 最近{g

















iCentred・EtudesdeCaderache(フラ ンス)SeniorExpert,Dr.MichelBEAUVY『ア クチ ナ イ ド化合 物i
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iDept.ofphys.,FudanUniv.(中 国)Dr⊥IN,ZhiFangrLatticeBoltzmannSimulationfori
ilmcompressibleFluid』 ・… ・・… … … … … ・… … …(川 添 研)2/13iIlI噛ロ ロロ コ
iロ シ ア 研 究 所 ク ル チ ャ ト フ 研 究 セ ン タ ーProf.AlexsanderRYAZANOV『Contemporaryproblemsi




i神 戸大 学理学部 新井正敏 助教授 『ス ピンパイエ ルス物質CuGeO3の構 造 とダイナ ミックスの研 究』i
　 コ




L"・e'o畠 μ ・・鱒 。・・騨 ・'・…,・ ・一・・・・・・・・・・・…r-・ 一一・一一・… 一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 一・・・… 一一・、・t-,.、...曹.....一 ...........雪.t-一層..昏一...一..一一.- ....1次
の ペ ー ジ へ つ づ く
一39一
じ コ ロロ コ ロ ロ コ コ ロ コ ロ コ　 コ ロ コ ロ ロ コ ロ コ ロ コ ロ コロ ロ コ コ 　 コ 　 　　 　 　サ コ コ コ 　 　 　 コ コ コ 　コ コ 　 ロ コ コ コ コ 　　 ロ ロ ロ コ 　 　 　 　 　 　　 　 ロ コ コロ ロ 　 ロ ロ ココ コ コ ロ コ コ サ サ　 ロ コ 　 ロ コ コ ロコ 　 コ リ コ ロロ ロ ロ コ コ 　 コ コロ ロ コ ロ 　 コ ロロ ロ 　 ロ ロ 　 　 ココ コロ 　 　 コ コ コ コ コ ロ ロリ の ロ ロ ロ の 　 コ 　コ コ コ コ コ コ ロ コ リコ コ コ コ コ コ コロ コ コ ロ 　 コ　 ロロ ロ ロ ロ リ リ　
ロ 　
i前 べ一ジのつづき●外来者による講演会(1995.12-1996.4)● 三,巳1,囑 ●コ ロヨ ロ
iPhys.Dept.,PennsylvaniaStateUniv.(USA)Prof.RoYF.WILLIS『UltrathinFilmMagnetism』i　 ロ
i___… ・・… … ・・… … … ・(桜井研)2/26i11.■● 層ロ ロロ ロ
iGHMFLGrenoble(フ ラ ン ス)Dr・EckhardSTEEP『DeHaas-vanAlphenExperimentonType-lii
iSuperconductorsintheNormalandSuperconductingState』 ・… … ・・… ・(深 瀬 研)2/29i■ ●1■loロ コロ
iDept,ofMaterialsSci.&Enging.,PennsylvaniaStateUniv.(USA)Distin.Prof.,Dr.HowardW,iロ ロ
iPICKERING『QuartzCrystalMicrobalanceandScanning丁unnelingMicroscopyStudiesofi
iTriazolelnhibitationofCopper』 … ・… … … ・… … …(学 際 セ ン タ ー セ ミ ナ ー ・桜 井 研)3/1iコ ロロ コ
i.i(
i新 潟大学理学部化学科 三沢正勝 教授r中 性子散乱による分子性液体 ・溶液の 短 一中距離構造』i
i・ ・… … … … … … … …(鈴 木研)3/4i.■.「」,コ 　コ ロ
iNationalResearchCouncil(カ ナ ダ)Dr,MichaelGATTRELL『EnvironmentalElectrochemistryati






i名 古屋大学工学部材料機能工学科 坂 公恭 教授rB2型金属間化合物CuZnの高温における異常強化』i






i本 学工学部生物化学科 野沢康則 教授r光 合成生物の集光およびエネルギー交換機構 一構造 と機能解明i






i立 木 昌 本 学名誉教授(元 本所教授)『酸化物超伝導 体 におけるジ ョセブソ ン・プ ラズマ ー 現 象 とそのサi






i住 友石炭 鉱業(株)技 術本 部研究開発部 鴇 田 正雄 副参与 ・主任技師 『放電 プ ラズマ焼結(SPS)法 の現i
i状 と将来 』 … ・… … … ・… … ■■…(平 井研)3/了iロ コ
iie
i日 本特殊陶業(株)坂 野久夫 顧問 『圧電セラミックスの特性と応用』 ・・… … … … …(平 井研)3/8i9■.嗣・ ■コ ココ コ
ilnstitutfurKristallezuchtung(Germany)Dr.HorstHARTMANN『SeededVapourPhaseGrowthi
ロ 　
iofSubstrateQualityZnSe』 … … … … … … ・… ・(学 際 セ ンター講 演会 ・八百研>3/8i■,tol,ロ 　ロ コ
ilnstitutfurKristallezuchtung(Germany)Dr.DietmarSICHE『SeedCausedDefectsinVapori
ロ 　
iGrownZnSeCrystalsS・ … ・… … ・… … …(学 際 セ ン タ 一ー講 演 会 ・八 百 研)3/8i・ 歴89.tコ ロロ ロ
iUniv.ofWurtzburg(Germany)Dr.ElisabethKURTZ『Propertiesofp-TypeDopingofZnSei
　 ロ





i新 日本製鉄(株)先 端技術研究所主任硯究員 原田 博文 博士rシ リコン中の成長欠陥および酸素の挙動』i




i大阪大学工学部機械工学科 中谷 彰宏 講師r分子動力学法を用いた材料の力学的性質の評価』i











融合 研 鈴 木 義 茂 氏r材 料 開 発 に お け る 自 己形 成 組 織 と制 御 技 術 の 展望 コバ ル ト ドッ ト配 列 の磁 性 』
(学際 セ ン タ ー講 演 会 ・福 田研)3/18
NTT基 礎 研 萩 野 俊 郎 氏 『材 料 開 発 に お け る 自 己 形 成 組 織 と制 御 技 術 の 展 望:Siナ ノ構 造 の 自 己 組 織
化 』(学 際 セ ンタ ー講 演 会 ・福 田 研)3/18
東 工 大 工 材 研 鯉 沼 秀 臣 氏r材 料 開 発 に お け る 自 己形 成 組 織 と制 御 技 術 の 展望:酸 化 物 表 面 の 原 子 レベ ル
制 御 と エ ピタキ シ ー 』(学 際 セ ン タ ー講 演 会 ・福 田研)3/18
(三 菱 マ デ リア ル ・サ イ バ ー スペ ー ス研 究所 宇 田 聡 博 士r材 料 開 発 にお け る 自己 形 成 組 織 と制 御 技 術 の展望
:酸 化 物 結 晶 に お け る組 織 形 成 の モ デ リ ング』(学 際 セ ン タ ー講 演 会 ・福 田研)3/18
N.S.Kurnakovlnst.ofGeneral&InorganicChem.,RussianAcad.ofSci.(ロシ ア)Prof.Valery
A・IVANOV『 κ一BEDT-TTFSaltsasLayeredCorrelatedElectronSystems』… ・・(兼深 瀬 研)3/22







SCHRIEFFER『ConceptsinCondensedMatterPhsics』(学 際 セ ンタ ー ・本 河研)4/4







SimpleMetalSurfaces』(学 際 セ ン ター セ ミナ ー ・桜 井 研)4/23
大 阪 大 学 産 業 科 学 研 究 所 吉 田 博 教 授r第 一 原 理 か ら の物 性 予 測 と物 質 設計(第1回)』 ・…(八 百 研)4/25
Dept・ofPhys.TsinghuaUniv.Beijing朱嘉 麟 教 授rNeutralandNegativeDonorsinQuantum-
WellStructures』(川 添 研)4/3G
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氏 名 年 月日 異動種別 異動 後の身分
片 岡 光 生1996.1.1昇 任 金属物性論研究 部門 助教授
谷 内 哲 夫1996.1.1転 出 本学電気通信研究所 助教授
胡 暁19963.1昇 任 合金設計制御工学研究部 門 助教授
川 嶋 朝 日1996.3.1昇 任 金属表面化学研究部 門 助教授
チ ャニ ー バ レリー イバ ノ1996.3.1昇 任 結 晶材料化 学研究部 門 助教授
ピッチ
進 藤 卓 嗣1996.3.1新 規採用 高純度金属材料 学研究部 門 助手
片 岡 光 生1996.3.31辞 職(い わ き明星大学)9
、
シューバ ー ス タニス ロウ1996.3.31辞 職(帰 国)
劉 春 明1996.3.31辞 職(帰 国)
エ スフ ァル ジャーニ ケーワン1gg6 .3,31辞 職 本研究所寄 附研 究部 門 助手
横 山 嘉 彦1996.3.31辞 職(姫 路工業大学)
高 橋 英 樹1gg6.3.31辞 職(富 士通株式会社)
箕 西 靖 秀1996.4.1昇 任 原子力材料工学研 究部 門 助教授
渡 辺 貞 夫1996.4.1昇 任 加工 プロセス工学研究部 門 助手
セテ ィヨ プル ワン ト1996 .4.1新 規採用 原子力材料物性学研究部 門 助手
胡 長 武1996.4.1新 規採用 新 素材 開発施設 助手
李 徳 新1996.4.1新 規採用 放射線金属化学研 究部 門 助手
増 本 健1996.4.1停 年 退職
廣 川 吉之助1996A.1停 年 退職 り
察 安 邦1996.4.1転 出 科学技術庁金属材料技術研究所
酒 井 政 道1996.4.1転 出 埼玉大学ユニ学部
山 根 久 典1996.4.1転 出 本学素材工学研究所 助教授
韓 谷 昌1996.4.1転 出 九州大学工学部
前 田 弘1996.4.2転 入 新素材設計 開発施設 教授
呉 義 宏1996.4.30辞 職(帰 国)
塩 川 佳 伸1996.5.1昇 任 放射線金属化学研究部 門 教授
朱 嘉 麟1996.5.1新 規採用 寄付研究部 門 教授
胡 暁1996.5.1転 出 科学技術 庁金属材料技術 研究所




氏名 ・所属 ・身分 招聰 期間 研 究テーマ 受入制度 ・身分 ・ 〈世話部 門〉
松原 英一郎1996.4.1一 バ ルクアモル ファス合金の 客 員研 究部 門1種
京都大学工学研 究科 助教授1996.9.30構 造解析 材料 プ ロセス評価 学研究部 門
併任助教授 〈井 上研 究室 〉
永 田 明彦1996.4.1一 酸 化物超伝 導体 の組織制御 客員研 究部 門1種
秋 田大学鉱 山学部物質工学科1996.9.30に よる臨界電流密 度の向上 材 料設計 学研 究部門
教授 併任 教授 〈花田研 究室 〉
大 嶋 隆一郎1996.4.1一 共有結 合型結晶の照射誘起 客員研 究部 門1種
大 阪府立大学先端科学研究所 教授1996.9.30欠 陥 材 料物性学研 究部門
で 併 任教授 〈山口(貞)研 究室 〉
吉 田 博1996.41一 機能性物質 開発 の ための物 客員研 究部 門1種
大阪大学 産業科学研究所 教授1996.6.30質 開発 新素材設計 開発 施設 ・併任 教授
〈新素材設計 開発施設>
KARPIERZ,Krzytof1996.2.1一 半導体 ナノ構造物質 にお け 客員研 究部 門III種
ポーラン ド1996.7.31る 電子機能 の開拓 附属新素材 設計 開発施設 ・客員
ワルシャワ大 学 物理学科 助 教授 助教授 く新素材 設計 開発施設>
ZHOU,Junming(周均 銘)1995.12.i6-MBEに よる量子 閉 じ込 めの 客員研究部 門IH種
中国科学 院物 理研 究所 教 授1996.6.14研 究 物質創製学研究部門 ・客員教授
〈櫻井研究室>
CHEN,Hao1995.7.1一 三次元 人工格子膜 の磁性 に 卓越 した研 究拠 点(COE)事業
中国 復旦 大学 助教授19973.31関 す る理論 的研究 外国人研 究員 ・客員教授
〈川添研究室 〉
(EL -ESKANDARANY,MohamedSherif,1995.723一超清浄環境 下での固相化学 卓越 した研究拠点(COE)事業
MohamedMostafa1997.3.31反 応 に よるナノグ ラニュ 外国 人研究員 ・客員教授
エ ジプ ト アル ・アザ ール大学工 学部 ラー物 質創 製 と機能評価 〈鈴木研究室 〉
講師
VILCA,DomingoHuerta1995,10.9一 アモル ファス合金 を前駆体 卓越 した研究拠点(COE)事業
ペ ルー クラウス タール工科大学1997,3.31と す る電極 活物質 の探索 外国人研 究員 ・客員助教授
研 究員 〈橋本研究室>
NAGARAJAN,Rajagoparan1996.4.1一 卓越 した研 究拠点(COE)事業
1997.3.31非 常勤研究員 ・講師
〈井上研究室 〉
小坂 昌史1996.4.1一 卓越 した研 究拠点(COE)事業
1997.3.31非 常勤研 究員 ・講師
〈山口(泰)研究室 〉
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氏名 ・所属 ・身分 招聴 期間 研究 テーマ 受入制度 ・身分 ・ 〈世話部門〉
勅使 河原 誠19955,1一 卓越 した研 究拠 点(COE)事業
1997.3.31非 常 勤研 究員 ・講師
〈茅 野研 究室 〉
張 波葬19955.1一 卓越 した研究拠 点(COE)事業
1997.3.31非 常 勤研 究員 ・講師
〈橋 本研 究室 〉
森川 啓 志1995.5,1一 卓越 した研究拠 点(COE)事業
1997.3.31非 常 勤研 究員 ・講師
〈八 百研 究室 〉
稲葉 克彦19955.1一 卓 越 した研究拠点(COE)事業
1gg7.3.31非 常勤研 究員 ・講師
〈福 田研 究室 〉 〆
＼
劉 宏涛1995.5.1一 卓越 した研究拠点(COE)事業
1997.3.31非 常勤研 究員 ・講師
〈鈴 木研 究室>
BAGNALL,D.M.1996.3,31-H-VI族 化 合物半導体の量子 日本 学術振興会




モ ロッコ19965.9の 衝 撃圧縮 法 による配向化 外 国人特別研 究員 ・短期
フランス プロヴ ァンス大学研究者 とピンニ ング導入 〈教授 ・庄野 安彦>
LU,Fang1996.2.10一 深い準位 過渡分光法 による 日本学術振興会
中国 中国復旦大学物理系 助教授19965.8ZnSe/GaAsヘテロ界面、 外 国人特別研 究員 ・短期
ZnSeホモ界面 、及 びp型ll-〈教授 ・入百 隆文>
VI族半導体 に関す る研 究iv
KOCHURIKHIN,V.Vlgg6.330一 レーザー ・圧電 ・磁性 応用 日本 学術振興会
ロシア ロシア科 学アカデ ミー総合1996。6.26新 酸化 物材 料のバル ク単結 外 国人特別研 究員 ・短期
物 理学研 究所 助手 晶作 成及 び評価 〈教 授 ・福 田 承生>
YOO,KeonHo(劉建 虚)1996.2.20一 磁性不純物 を含 むH-VI族化 日本 学術振興会
韓国 慶煕大 学 準教授1996.825合 物半 導体低次元量子 構造 重点領域外国人招 へい研 究者 ・
の作 製 と磁 気光学物性 に関 長期 〈教授 ・八 百隆文 〉
す る研 究
EPELBAUM,BorisMarovich1996.1.8一牛寺殊 形状結晶成長の研 究 日本 学術振興会
ロシア科学 アカデ ミー固体物 理学研ig96.10.7重 点領域外国人招 へい研 究者 ・
究所 研究室 長 長期 〈教授 ・福 田 承生 〉
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1MRニュースNo,24現在滞在中の外来研究者
氏名 ・所属 ・身分 招聰 期間 研究 テーマ 受入制度 ・身分 ・ 〈世話部門>
LACHOWICZ,HenrykKonradl996.3.28一ナノ結晶合金 およびナノグ 日本学術振 興会
ポー ラン ド科学 アカデ ミー物 理研 究1996.4.10ラ ニュラー磁性体の磁気 的 対応機 関 との覚書等 に基づ く研
所 教授 性質 究者 〈教授 ・藤森 啓安>
TINDALL,Craig1995.6.3一 ポイ ン トプローブ法 に よる 日本 学術 振興会
アメ リカ カ リフォルニア1997.6.2界 面 の原子 レベルでの研究 外 国人特別研 究員(アメリカ)
アー ビン大学 学生 〈教授 ・櫻井 利夫>
LI,Lianl995.8.7一 清浄 なSiC表面 の構造 、 日本 学術 振興会
ア リゾナ州 立大 学1996.8.6sic/酸 化 の初期段階及 び 外 国人特別研究員 ・新 プログ ラ
大 学院生Sic金 属界面 の研 究 ム 〈教授 ・櫻井 利夫 〉
加藤 秀実1996.4.1一 金属 ガラス粉末の固化 成形 日本 学術振興会
東北大学大学院工学研 究科博士課程1999.3.31特 別研究員
前期2年 く教授 ・井上 明久 〉`
野村 直之1996.4.1一 回転電極法 を用 いたNb-Al日本 学術振興会
東北大学大学院工学研究科博士 課程1999.3.31基 合金の作製 と組織 制御 特別研究員
前期2年 く教授 ・花 田 修治 〉
鈴木 栄男1996.4,1一 ランタ ン系酸化物超伝 導体 日本学術振興会
東北大学大学 院工 学研究科博 士課程1998。3.31の 低温 にお ける結晶構 造 と 特別研究員
後期2年 電子状態 〈教授 ・深 瀬 哲郎 〉
松 田 康弘1996.4.1一 超高圧 ・強磁場 ・極低温下 日本学術振興会
東北大学大 学院工学研 究科博 士課程1998.3.31で の固体 の光物性 に関す る 特別研究員
後期3年 実験 的研究 〈教授 ・八 百 隆文 〉
富家 英 登1996.4.1-SCaMIAFMISTM複 合顕微 日本学術振興 会
東北大学大学院工学研 究科博士課程1999.3.31鏡 の開発 とナノスケール半 特別研究員
前期2年 導体評価技術 の確立 〈教授 ・八 百 隆文 〉
天本 義己1996.1.1一 希土 類 一アルカリ土類 一銅系 日本学術振興 会
1東 北大学大学院工学研 究科博士課程1996.3.31酸 化物の合成 とその諸性質 特別研究員
後期3年 修了 に関す る研究 〈教授 ・平井 敏雄 〉
村 岡 祐治1996.1.1一 ビスマス系銅酸化物超伝導 日本学術振興 会
東北大学大学 院理学研究科博士課程1998.1231体 への インターカ レー シ ョ 特別研究員
後期3年 修了 ンとその結 晶構造解析 〈教授 ・平 賀 賢 二 〉
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平成8年度 研究会採択一覧
警 研究会の名称 氏 名 代 表潅 職 開催予定期間 連絡教官
96-1ヘテ ロ・複合系 の結 晶成長 佐 藤 清 隆 広 島大 学生物生1996.7.15-7.162日小松・啓
産学部 教授
96-2強相 関系 のX線 軟X線 分光法の 菅 滋正 大 阪大学 基礎 工1996.8.23-8.242日奥 正興
新展 開 学部 教授
96-3ナノスケール磁性体 のス ピン相 宮 崎 照 宣 東北大学工 学部1996.10.14-10」52日藤森 啓安
関伝導 の物 理 と応用 教授
96-4スピネル型 化合物 の物性 と新 し 望 月 和子 岡山理科大 学理1996.11.7-11.82日本河 光博
い展 開 学部 教授
(
96-5環境 お よびエネルギー に関連す 瀬尾 真浩 北海道大学工 学1996.11.11-11.122日浅見 勝彦x
る新材料新技術 部 教授
96-6表面微細構 造の電子状 態 ・エナ 酒井 明 京都大学工学部1996.12.9-12. 02日 桜井 利夫
ジェテ イクス 附属 メゾ材料研
究 セ ンター教授
96-7高機i能フォ トニクス結 晶材料 の 佐 々木孝友 大阪大学工学部1997.1.231日 福 田 承生
育成 と評価 教授
平成8年度 ワークショップ採択一覧
警 研究会の名称 ぜ¥職 醐 定期間Q
96-1新 非 平 衡 物 質 の創 製 と物 性 井 上 明久 教 授19965 .17.5.182日
96-2短 波 長 フ ォ トニ クス マ テ リ アル に関 す 八 百 隆文 教 授1gg6 .6,13.6.142日
る ワー ク シ ョップ
96-3核 生 成 理論 とシ ミュ レー シ ョン 大 野 か お る 助 教 授1gg6 。7.15.7.172日
96-4ナ ノス ケ ー ル構 造 制御 機 能材 料 の 開発 粕 谷 厚 生 助 教 授1996 .9.19.9202日
g6-5メ ス バ ゥ ァー分 光 に よる物 性 研 究 の新 山 口 泰 男 教 授1gg6.10.24-10.252日
展 開
96-6放 電 プ ラズ マ焼 結 平 井 敏 雄 教 授1996.11.6.11.72日







所属 氏名 所属 氏名
96-101酸化物超伝導体良質単結晶成長の研究 電子技術総合 岡 邦彦 小松研 小松 啓
〈継続 〉 研究所
96.102薄膜 における高分子結晶のモルフォロ 京都大学大学 泉 邦英 小松研 小松 啓
〈継続 〉 ジー 院理学研究科
96-103舅界面の微細構造の研究 徳島大学工学 井上 哲夫 小松研 小松 啓
〈継続 〉 部
96-104成長する結晶の濃度場の可視化及びそ 山ロ大学工学 横 山 悦郎 小松研 小松 啓(
〈継続 〉 の齢 的解析 部
96.105気相蒸着膜 を利用 した溶液成長誘導機 広 島大学生物 佐藤 清隆 小松研 小松 啓
〈継続 〉 構の解明 生産学部
96,106巨大 タンパク質分子の結晶化制御因子 徳島大学工学 佐藤 孝雄 小松研 小松 啓
〈継続 〉 の解明 部
96-107酵素 タンパク質結晶の内部構造に関す 大阪市立大学 大嶋 寛 小松研 小松 啓
く継続 〉 る研究 工学部
96-108蔭酸カルシウムー水化物結晶への不純 徳島大学総合 小藤 吉郎 小松研 小松 啓
〈新規 〉物吸着のinsitu観察 科学部
96.109不安定化 した結晶の成長パターン 名古屋大学理 上羽 牧夫 小松研 宮下 哲
〈新規 〉 学部
96.110たんぱ く質結晶中の分子間接触構造の 大阪大学蛋白 松浦 良樹 小松研 小松 啓
〈新規 〉 解析 質研究所く
96-111強相関物質の磁性 と電子状態 大阪府立大学 奥 田 喜一 本河研 本河 光博
〈新規 〉 工学部
96-112強磁場下の結晶成長の研究 北陸先端科学 佐野 庸治 本河研 本河 光博
く新規 〉 技術大学院大学
96-113量子スピン系におけるスピン・ギャッ 福井大学工学 網代 芳民 本河研 本河 光博
〈新規 〉 プの生成機構の解明 部
96-114キンク磁場以上の強磁場中におけるα 神戸大学理学 太田 仁 本河研 本河 光博
〈新規 〉 一(BEDT-TTP)2KHg(SCN)4のサイクロト 部
ロン共鳴





所属 氏名 所属 氏名
96-116階段状 白金表面の酸素吸着場 と再配列 北海道大学触 松 島 龍夫 桜井研 桜井 利夫
〈新規 〉 媒科学研究セ
ンター
96-117超伝導物質の表面物性の研究 早稲 田大学理 大島 忠平 桜井研 桜井 利夫
〈新規 〉 工学部
96-U8Au-Siの界面反応 大阪府立大学 坂田 東洋 桜井研 桜井 利夫
く新規 〉 総合科学部
96-119Fe-Pt系永久磁石用合金の歯科応用のた 長崎大学歯学 安田 克廣 桜井研 桜井 利夫
〈継続 〉 めの研究 部
96-120気相成長C,⑪C7⑪単結晶のFI-STMによる 静岡大学電子 村上 健司 桜井研 桜井 利夫
〈継続 〉 罐 工学磯 所(
96-121FI-STMによる高分子の表面・界面物性 東京大学大学 西 敏夫 桜井研 桜井 利夫
〈継続 〉 の研究 院工学系研究
科
96-122半導体表面における構造ダイナ ミクス 名古屋大学工 一宮 彪彦 桜井研 桜井 利夫
〈新規 〉 学部
96-123フッ素/水素終端シリコン表面反応の 東洋大学工学 堀池 靖浩 桜井研 長谷川 幸雄
〈新規>STM観察 部
96-124高温超伝導体の磁束混合状態における 岩手大学工学 能登 宏七 小林研 小林 典男
〈新規 〉 熱輸送 部
96-125高磁場下NMRによる梯子格子スピン 北海道大学大 熊谷 健一 小林研 世良 正文
く新規 〉 系のスピン励起の研究 学院理学研究
科
96-126セリウム近藤半導体の熱伝導と熱電能 広島大学理学 高畠 敏郎 小林研 世良 正文
〈継続 〉 部Q
96-127214系酸化物超伝導体の混合状態 北陸先端科学 岩崎 秀夫 小林研 小林 典男
〈継続 〉 技術大学院大
学
96-128Bi系高温超伝導体の上部臨界磁場及び 北海道大学大 松 田 祐司 小林研 世良 正文
〈新規 〉 磁気抵抗 学院理学研究
科
96-129酸化物超伝導体の熱拡散率とフオノン 岩手大学工学 藤代 博之 深瀬研 深瀬 哲郎
〈継続 〉 散乱 部





所外研究 者 所 内研究者
採択番 号 研究課題
所属 氏名 所属 氏名
96-131極低温強磁場下 の2次元電子系 の量 子 学習 院大学理 川路 紳治 深瀬研 深瀬 哲郎
〈新 規 〉 ホール効果 と基底状態 学部
96-132AuMn2の磁気特性 東北大学 素材 松 本 實 山口(泰)阿部 峻也
〈新規 〉 工学研究所 研
96-133ラ ーベス相RMn、の磁気構 造 龍谷大学 理工 井上 和子 山口(泰)山 口 泰男
〈継続 〉 学部 研
96-134Ga、Geを含 むMn合金の磁性 芝浦工 業大学 堀 富栄 山口(泰)山 口 泰男
〈継続 〉 システム工 学 研
部
96-135高分解 能粉 末 中性子回折 装置の設計 無機材 質研 究 泉 富士夫 山ロ(泰)山 口 泰男
ぐ 〈新規 〉 所 研
96-1363元系鉄族層 状化合物の磁 気特性 東北 学院大学 鹿 又 武 山口(泰)山 内 宏
く新規 〉 工学 部 研
96-137RRu2(R=La,Ce)の特異 な超伝導特性 琉球 大学理学 矢 ケ崎克馬 山口(泰)阿部 峻也
〈新規 〉 部 研
96-138R-M。-X(R:希土類金属;X:Si,Ge)系化合 東北 大学理学 小 林 寿夫 山ロ(泰)小野寺秀也
〈継続 〉 物の磁 性 の研究 部 研
96-139酸化物磁 性体(Ba,Sr)3Zn、Fe2404,の磁気 東京 理科大学 桃 沢 信幸 山口(泰)山 口 泰男
〈継続 〉 構造H基 礎 工学部 研
96-140Mn-Al,Si系金属 問化合物 の磁性 愛媛大学工学 冨吉 昇一 山口(泰)山 口 泰男
く継 続 〉 部 研
96-141Mn7Sn4の磁 気転移の 中性子 回折 によ 慶応 義塾大学 安西修一郎 山口(泰)山 口 泰男
〈継 続 〉 る研 究 理工 学部 研
196 .142F。.Ni,,C・合金 を用 いた高感麟 気抵抗 東北 大学工学 久保 田 均 山。(泰)山 。 糊
〈継 続 〉 素子 の生成 部 研
96-143単結 晶YBa、Cu306.yの中性子 回折 筑波 大学物質 浅野 肇i山 ロ(泰)山 口 泰男
く新 規 〉 工 学系 研
96-144Er(Zni-.Cu.)、の磁性 九州工業大学 北井 哲夫 山ロ(泰)阿部 峻也
く新 規 〉 工 学部 研
96-145シ リコ ン成長 時に導入 される欠陥準位 福 岡大学工学 友景 肇 兼小 松研 関 口 隆史
〈継続 〉 の電子 ビーム励起DLTS測定 部
96-146アモル ファス半導体 中の欠陥の計算機 電子 技術 総合 織 田 望 兼小 松研 関 口 隆史
く継続 〉 実験 に よる研究 研究所
96-147半導体 の欠陥準位 に関す る研 究 電子技術 総合 大 串 秀世 兼小 松研 関[コ隆史




所属 氏名 所属 氏名
96-148固相一液相転移の理論的研究 岩手大学工学 長谷川正之 川添研 大野かおる
〈継続 〉 部
96.149超高圧下での半導体構造 岩手大学人文 進藤 浩一 川添研 大野かおる
〈継続 〉 社会科学部
96-150高分子の統計力学的シミュレーシ ョン 東京都立大学 岡部 豊 川添研 大野かおる
〈新規 〉 理学部
96.151金属マイクロクラスターの超高蜜度磁 名古屋工業技 種村 栄 川添研 川添 良幸
〈新規 〉 気記録材料への応用研究 術研究所
96.152リチウムセラミックス単結晶と金属 と 金沢工業大学 那須 昭一 山口(貞)山口 貞衛
く継続 〉 の高温化学反応 研,
気
96-153RBS法によるクロム 炭ー素系窒化物多層 山口大学工学 中山 則昭 山口(貞)山ロ 貞衛
噺 規 〉 膜の研究 部 研
96-154鉄基金属間化合物の格子欠陥及び照射 大阪大学基礎 那須 三郎 山口(貞)花田 黎門
〈継続 〉 損傷の研究 工学部 研
96-155イオン注入法による遷移金属化合物薄 東北大学工学 山田 幸男 山口(貞)山口 貞衛
く継続 〉膜の研究 部 研
96-156メソポーラス物質の触媒特性 と陽電子 新潟大学工学 北山 淑江 山[](貞)長谷川雅幸
〈新規 〉消滅 との相関 部 研
96-157高エネルギー粒子 による材料の損傷構i京 都大学原子 義家 敏正 山口(貞)長谷川雅幸
〈継続 〉造発達過程の電顕および陽電子消滅寿 炉実験所 研
命測定による研究
96-158核融合炉材料の ミクロ組織と硬度相関 核融合科学研 室賀 健夫 松井研 松井 秀樹
く新規 〉 の研究 究所
96-159反射率差スペク トロスコピーによる半 融合領域研究 安田 哲二 八百研 八百 隆文 〉
〈新規 〉 導体成長その場観察 所
96-160量子構造 半導体の光物性 長岡技術科学 打木 久雄 八百研 八百 隆文
〈継続 〉 大学工学部
96-161超高温分子線によるII-VI族化合物半導 岡山理科大学 斉藤 博 八百研 八百 隆文
〈新規 〉体のMBEIALE理 学部
96.162擬一次元白金錯体の光学特性 と構造 と 慶応義塾大学 若林 信義 八百研 黒田 規敬
〈新規 〉 の関連に関する研究 理工学部
96-163フォ トルミネッセンスによる化合物半 東北大学素材 一色 実 八百研 八百 隆文
〈新規 〉 導体中の欠陥および不純物の挙動に関 工学研究所す
る研究
96-164Feを含む化合物における高圧下の電子 東北大学理学 小林 寿夫 八百研 酒井 正道





所属 氏名 所属 氏名
96-165磁気光吸収測定によるII-VI族半導体低 京都大学大学 川上 養一・ 八百研 八百 隆文
く新規 〉次元構造の励起子物性の研究 院工学研究科
96-166表面局所電子場での反応制御 に関する 豊田工業大学 吉村 雅満 八百研 八百 隆文
く新規 〉研究
96.167純有機の室温分子性強磁性体の光学的 大阪府立大学 杉本 豊成 八百研 黒田 規敬
〈新規 〉研究 先端科学研究
所
96-168ラマン散乱による担特触媒構iの研究 東北大学科学 宇田川 康夫 八百研 黒田規敬
〈新規 〉 計測研究所
96-169ZnSeホモエ ピタキシャル膜の精密X線 電子技術総合 岡田 安正 八百研 八百 隆文
(〈 新規 〉 回折による構造評価 研究所
96-170半導体中の深い準位の評価法に関する 電子技術総合 大串 秀夫 八百研 八百 隆文
〈新規 〉 研究 研究所
96-171皿一W族半導体結晶欠陥形成の圧力効 筑波大学物質 秋元 克洋 八百研 八百 隆文
〈新規 〉果 工学系
96-172三元系 アモルファス合金の静的ならび 名古屋大学工 福永 俊晴 鈴木研 鈴木 謙爾
〈継続 〉 に動的構造 に関する研究 学部
96-173UPd,A13及びCe。Ru1-。非晶質合金の核磁 徳島大学工学 大野 隆 鈴木研 鈴木 謙爾
く新規 〉 気共鳴 部
96-174メカニカル応力下の異種固体問界面に 慶応義塾大学 仙名 保 鈴木研 鈴木 謙爾
〈継続 〉 おける電荷移動 と短距離秩序の再編成 理工学部
ll.アルミニウム強 磁性遷移金属を含
む複合材料の生成機構 と磁気特性
(9鵬 〉灘 ナノコンポジットの鱒1定 辮 蒲 山本孝夫 柵 隅山兼治
所
96-176プリカーサー法により合成 された非晶 室蘭工業大学 佐 々木 眞 鈴木研 鈴木 謙爾
〈新規 〉 質セラミックスの構造 解析 工学部
96-177ガラス転移の統一理論 九州大学理学 小 田垣 孝 鈴木研 鈴木 謙爾
〈新規 〉 部
96-178不規則構造系のスローダイナミックス 金沢大学理学 樋渡 保秋 鈴木研 鈴木 謙爾
〈継続 〉 の研究 部





所属 氏名 所属 氏名
96.180超イオン導電体ガラスの構造とダイナ 北海道大学大 河村 純一 鈴木研 鈴木 謙爾
〈継続 〉 ミクスの研究 学院理学研究科
96.181金属 ・カルコゲンニ元合金のアモル 新潟工科大学 柿沼 藤雄 鈴木研 鈴木 謙爾
〈新規 〉 ファス化 と構造変化
96.182Fe.Cu及びFe-Euグラニュラー物質の磁 熊本大学教養 巨海 玄道 鈴木研 隅山 兼治
〈新規 〉性の圧力効果 部
96.183非晶質合金のフオノン分散の研究 高エネルギー 大友 季哉 鈴木研 鈴木 謙爾
く継続 〉 物理学研究所
96.184Sic系アモルファス繊維の構造 大阪府立大学 岡村 清人 鈴木研 鈴木 謙爾
く継続 〉 工学部(
96.185スパ ッタ法 により作製 したアモルファ 秋田大学鉱山 原 基 橋本研 橋本 功二
〈新規 〉 スTi50Al50合金の高温酸化特性 学部
96-186種々 組成の非晶質合金薄膜を出発 とし 名古屋工業大 大塚 俊明 橋本研 橋本 功二
く継続 〉 た機能性酸化物薄膜の作製 学工学部
96-187コー ティングによる耐i環境性材料の開 北海道大学工 高橋 英明 橋本研 橋本 功二
く継続 〉発 学部
96-188遷移金属一チ タン複合酸化物薄膜の作 北海道大学工 金野 英隆 橋本研 橋本 功二
〈新規 〉 成と光電気化学特性の評価 学部
96.189金属および半導体薄膜電極を用いた材 北海道大学工 瀬尾 真浩 橋本研 橋本 功二
〈継続 〉 料機能化に関する研究 学部
96-190高性能水素発生電極の開発 大阪府立大学 西村 六郎 橋本研 橋本 功二
〈継続 〉 工学部
ド
96-191CO2水溶液環境 における鋼の腐食抑制 金沢工業大学 小川 洋之 橋本研 橋本 功二 曳
〈新規 〉 におよぼすCuの作用機構の研究 工学部
96.192Zrアノー ド酸化皮膜成長時における酸 慶応義塾大学 清水 健一 橋本研 橋本 功二
〈新規 〉 素イオンの微視的移動過程 理工学部
96.193スパッタ法により生成 した金属薄膜に 大阪大学工学 柴田 俊夫 橋本研 橋本 功二
〈新規 〉生成する不働態皮膜の半導体的性質の 部
評価
96.194二酸化炭素の電解還元におけるアモル 九州工業技術 斉藤 明夫 橋本研 橋本 功二
〈継続 〉 ファス合金の電極特性 研究所
96.195海水電解用酸素発生電極の作製 東京都立大学 吉野 隆子 橋本研 橋本 功二
〈継続 〉 工学部






所属 氏名 所属 氏名
96-197珪酸塩ガラスの高密度化とその構造 変 金沢大学理学 奥野 正幸 庄野研 庄野 安彦
〈新規 〉化 部
96-198衝撃圧実験 によるメージャーライ ト 北海道大学大 藤野 清志 庄野研 庄野 安彦
〈新規 〉 ガ』ネットの合成 と相転移の研究 学院理学研究
科
96-199高温超伝導酸化物の合成と構造及び電 静岡大学電子 福 田安生 庄野研 庄野 安彦
〈継続 〉子状態の研究 工学研究所
96-200ZnSの衝撃 誘起相転移 と状態方程式 熊本大学工学 真下 茂 庄野研 庄野 安彦
〈新規 〉 部
96-201衝撃反応合成メカニズムの実時間測定 東京大学大学 相澤 龍彦 庄野研 庄野 安彦
ぐ 〈新規 〉 院工学系研究科
96-202長石族鉱物の構造 と振動スペク トル 埼玉大学理学 森岡 義幸 庄野研 庄野 安彦
〈継続 〉 部
96-203メソポア無機i材料の合成と化学的性質 東北大学大学 寺前 紀夫 庄野研 庄野 安彦
〈新規 〉 の評価 院理学研究科
96-204アモルファス合金を用いる高速メタン 鹿児島大学工 高橋 武重 増本研 井上 明久
〈新規 〉 化触媒の調製 学部
96-205構造不規則系のエン トロピーに関する 防衛大学校 荒井 隆 増本研 相原 智康
く新規 〉計算機実験
96-206異方性結晶ならびに非晶質の構造 に関 名古屋工業技 小川 浩 増本研 相原 智康
〈継続 〉 する分子動力学的研究 術研究所
96-207アモルファス合金の水素透過性に関す 物質工学工業 伊藤 直次 増本研 井上 明久
(噺 規 〉 る研究 技禰 究所
96-208形状制御のためのSMAの熱機 械的特 東北大学流体 高木 敏行 増本研 張 濤
〈継続 〉性評価 科学研究所
96-209遍歴電子型アモルフアス合金(Hf,Ta)Fe2室蘭工業大学 村山 茂幸 藤森研 小尾 傲久
〈継続 〉 の構造 と磁性 工学部
96-210メタ磁性転移の圧力依存性 信州大学理学 永井 寛之 藤森研 吉田 肇
〈継続 〉 部
96-211MMP(MM=3d,4d金属)化合物の高圧力 東北学院大学 鹿又 武 藤森研 吉田 肇
〈新規 〉 下における磁性 と伝導 工学部
96-212(Mni.xCr。)7Sn4と(Mn1ッNiy)7Sn4の磁気転 慶応義塾大学 安西修一郎 藤森研 吉田 肇
〈新規 〉 移点に対する圧力 と磁場効果 理工学部





所属 氏名 所属 氏名
96-214Mn系アモルファス合金の磁性と熱膨 東北大学工学 深道 和明 藤森研 小尾 椒久
〈継続 〉張 部
96-215バルク非線形光学結晶の有効非線形定 長崎総合科学 浅海 勝征 福田研 福田承生
〈継続 〉 数精密測定 大学
96-216分子線エピタキシャル成長による酸化 岩手大学工学 サ 大鏑 福田研 福田承生
〈新規 〉物多層膜の原子構造制御 部
96-217希土類元素イオン置換によるペロブス 東京大学大学 堀内 弘之 福田研 福田 承生
〈継続 〉 カイ ト型構造 相転移のシュミレーショ 院理学系研究
ン
96-218金属問化合物の結晶構造の次元性 と物 金属材料技術 葉 金花 福田研 福田 承生
〈継続 〉 性 研究所(
96-219含遷移金属元素スピネル及び関連物質 大阪大学理学 山中 高光 福田研 福田 承生
く新規 〉結晶の合成 部
96-220Au-Co単結晶の作製 東北大学工学 深道 和明 福田研 福田承生
〈継続 〉 部
96-221合金 ・半導体の強磁場中凝固・偏析現象 大阪大学工学 大中 逸雄 福田研 福田承生
〈新規 〉 部
96-222半導体 ファイバの創製とその応用に関 静岡大学電子 皆方 誠 福田研 福田 承生
く新規 〉する研究 工学研究所
96-223傾斜機能人工歯根の作製と特性評価 北海道大学歯 亘理 文夫 平井研 平井 敏雄
〈新規 〉 学部
96-224MA粉末のプラズマ溶射 による複合組 豊橋技術科学 福本 昌宏 平井研 平井 敏雄
〈新規 〉織皮膜の特性評価 大学
96-225活性元素酸化物を被覆 したNi.20Cr一ユSi湘南工科大学 天野 忠昭 平井研 平井 敏雄 し
〈新規 〉合金の高温腐食
96-226熱電機能傾斜化プロセスの研究 湘南工科大学 梶川 武信 平井研 平井 敏雄
〈新規>
96-227セラミックス薄膜の評価 山形大学工学 大嶋 重利 平井研 平井 敏雄
〈新規 〉 部
96-228高分子傾斜材料の複合組織に関する研 茨城大学工学 小野 勝道 平井研 平井 敏雄
〈新規 〉 究 部
96-229熱電変換材料の性能評価技術に関する 物質工学工業 向田 雅一 平井研 平井 敏雄
く新規 〉研究 技術研究所
96-230BaO-MgO-Al,03系固体電解質の電気的 東北大学工学 井口 泰孝 平井研 平井 敏雄





所属 氏名 所属 氏名
96-231金属問化合物超伝導体の合成 と評価 東北大学工学 梶谷 剛 平井研 平井 敏雄
〈新規 〉 部
96-232機能性素材の急冷凝固法 による作製と 東北大学素材 松本 實 井上研 井上 明久
〈新規 〉 評価 工学研究所
96-233急速凝固により作製 した非平衡相合金 東京理科大学 春山 修身 井上研 井上明久
く継続 〉 の諸特性 木村久道
96.234ジルコニウム基金属 ガラスにおける拡 岩手大学工学W.Sprengel井上研 井上 明久
〈継続 〉散 部
96-235準結晶の生成 と性質に関する研究 姫路工業大学 砂田 久吉 井上研 井上 明久
〈新規 〉
(
96-236活性ガス中MAによる非平衡相の生成 北見工業大学 青木 清 井上研 井上 明久
〈新規 〉 と特性の評価
96-237アモルファス合金のナノ成形加工特性 群馬大学工学 早乙女 康典 井上研 井上 明久
〈継続 〉 に関する研究 部
96-238TiNi-M及びTiPd-M(M:Va元素)擬2元系 熊本大学工学 西 田稔 井上研 井上 明久
く新規 〉 共晶合金の液体急冷 部
96-239準結晶相分散型アルミニウム基合金の 大阪府立大学 東 健司 井上研 井上 明久
〈新規 〉 超塑性に関する基礎研究 工学部
96-240MoおよびVを添加 したNbCr2ラーベス 宮城工業高等 吉田光彦 花田研 高杉 隆幸
〈新規 〉相合金の高温変形挙動 専門学校
96-241金属間化合物Ni3Ai,Ni3(Si,Ti)中の水素 室蘭工業大学 斎藤 英之 花田研 高杉 隆幸
く新規 〉分布の可視化 と水素電極特性
(96-242Bi系 高温超伝導体の生成,配向化 と特性 秋田大学鉱山 永田 明彦 花田研 花田修治
く継続 〉評価 学部
96.243遷1移金属/Si系における界面反応の電顕 北見工業大学 佐 々木克孝 平賀研 平賀 賢二
〈継続 〉観察
96-244複合体界面の原子論的構造評価 広島大学工学 佐々木 元 平賀研 平賀 賢二
〈新規 〉 部
96-245水素吸蔵複合化物質の微細組織の観察 広島大学理学 北野 保行 平賀研 平賀 賢二
〈新規 〉 部
96-246TiNi形状記憶合金の応力誘起マルテン 熊本大学工学 西田 稔 平賀研 平賀 賢二
〈新規 〉 サイトの高分解能電顕観察 部
96-247高分解能電子顕微鏡によるTi-Al系金属 金属材料技術 阿部 英司 平賀研 平賀 賢二




所属 氏名 所属 氏名
96-248金属微粒子の形態と赤外吸収強度増大 東北大学工学 和田山智正 広川研 辻 幸一
く新規 〉 に関する研究 部
96-249アクチノイ ド・ランタノイ ド複合酸化 北海道大学大 日夏 幸雄 塩川研 塩川 佳伸
〈新規 〉物の磁化率 と比熱 学院理学研究
科
96-250高圧下におけるアモルフアスUGe2の磁 熊本大学教養 巨海 玄道 塩川研 塩川 佳伸
〈新規 〉気抵抗効果 部
96-251MBE法によるH-VI族化合物の量子構 石巻専修大学 望月 勝美 八百研 八百 隆文
〈新規 〉造の作製 と評価 理工学部
96-252高融点金属・鉄合金中の水素のERD法 九州大学応用 蔵元 英一 山口(貞)山口 貞衛
〈新規 〉発よび陽電子消漸 命測舳 こよる研 力学研究所 研 長谷川獅(
96-253プラズマ焼結法による傾斜機能材料の 琉球大学工学 銘苅 春栄 平井研 平井 敏雄
〈継続 〉作製 と評価 部
96-301BEEMの問題点の解明 東京大学理学 塚田 捷i桜 井研 桜井 利夫
〈新規 〉 部
96-302C6⑪分子の半導体表面上への吸着過程 青森公立大学 神山 博 川添研 川添 良幸
く新規 〉 の分子動力学シミュレーション
96-303水クラスターの形成過程の第一原理分 産業技術融合 池庄子民夫 川添研 川添 良幸
〈継続 〉子動力学による解析 領域研究所
96-304BBC合金中の転位 と点欠陥の相互作用 青森公立大学 神山 博 松井研 松井 秀樹
く継続 〉 およびボイ ド形成過程のコンピュター
シミュレーション
96-305多層膜超伝導体の磁束局在 と臨界電流 岩手大学工学 池部 学 藤森研 小尾 椒久
〈継続 〉 部 ¢
96-306金属一非金属 グラニュラー構1造合金の 東京都立大学 佐藤 英行 藤森研 藤森 啓安
〈新規 〉輸送現象 理学部
96-307金属人工格子およびグラニュラー構造 金属材料技術 宝野 和博 藤森研 藤森 啓安
〈新規 〉薄膜の微細構造解体 研究所
96-308正10角形準結晶の熱安定性 と構i造 金属材料技術 察 安邦 井上研 井上 明久
〈新規 〉 研究所
96-309斜入射 ・斜出射x線分析法による金属 東京大学工学 奥 健夫 広川研 辻 幸一
〈新規 〉一半導体界面の解体 研究科






所 外 申 請 者
採択番号 研究課題
所 属 氏 名
96-F29-01ウラン化合物超伝導体の単結晶育成 金沢大学理学部 堤喜 登美
96-F29-02ウラン化合物の物質探索 と単結晶育成 東北大学理学部 小松原武美
96-F29-03アクチニ ドのイオン交換分離 東京工業大学原子炉 藤井 靖彦
ぐ 工学研究所
96-F29-04花闘岩構成鉱物へのアクチノイド元素の吸着挙動 九州大学工学部 古屋 廣高
96-F29-05アクチノイ ド化合物の物理化学的特性 東京大学工附属工学 山脇 道夫
研究施設
96-F29-09低次元強相電子系ウラン化合物の作成及び物性評 新潟大学工学部 落合 明
価
96-F29-10中性子放射化分析法による極微量ウラン,トリウム 武蔵工業大学原子力 平井 昭司
及びその他の元素の定量 研究所
C96--F29-11超 ウラン元素の管理に関する化学的研究 京都大学原子炉実験 森山 裕丈
所
96-F29-135f電子系化合物ににおけるヘビーフェルミオン状 京都大学大学院 小山田 明
態




96-F29-19アクチナイ ド化合物試料の作製と評価 群馬大学工学部 伊藤 文武
一57一
所 外 申 請 者
採択番号 研究課題
所 属 氏 名




96-M29.05高速中性子照射による半導体材料のカスケ ドー損傷 大阪府立大学先端科 大嶋隆一朗
過程 学研究所
96-M29.06核分裂中性子で高温重照射 した金属材料中の損傷 広島大学工学部 下村 義治
発達点欠陥過程(
96-M29-07圧力容器鋼材の照射脆化機構 東京大学工学部 関村 直人
96.M29-08オスーテナイ ト鋼 における微量元素添加効果 と組織 核融合研究所 室賀 健夫
一強度相関
96-M29-09各種セラミックスの高温下での照射損傷挙動 九州大学工学部 木下 智見
96-M29-10Ar-Ar法による岩石・阻石等の年代測定 東京大学地震研究所 兼岡 一郎
96-M29-11鉄合金およびセラミックスの中性子照射効果 九州大学応用力学研 蔵元 英一
究所
し
96.M29-12中性子照射 を利用 した岩石のK-Ar年代測定 東京大学大学院理学 杉浦 直治
系研究科
96-M29-13アルミニウム合金の中性子線照射損傷に関する研 茨城大学教育学部 吉澤 勲
究
96-M29-14非化学量論組成スピネルの中性子照射効果 東京工業大学原子炉 矢野 豊彦
工学研究所




所 外 申 請 者
採択番号 研究課題
所 属 氏 名
96-M29-23金属合金中のカスケ ドー損傷発達過程の制御照射に 京都大学原子炉実験 義家 敏正
よる研究 所
96-M29-24フエライ ト系共通試料の中性子照射効果 京都大学原子エネル 香山 晃
ギー研




96-M29-34中性子照射 した金属およびセラミックスの回復挙 名古屋大学工学部 井関 道夫
動
96-M29-35炭素材料の力学特性及び熱特性に及ぼす中性子照 茨城大学工学部 奥 達雄
射の影響
96-M29-40中性子照射による材料損傷機構iの研究 名古屋大学工学部 桐谷 道雄
96-M29-41岩石のAr-Arの年代測定 山形大学理学部 齋藤 和男




96-M29-49形状記憶合金の照射効果 北海道大学工学部 大貫 惣明
96-M29-50サイクリック温度変動中性子照射による核融合炉 九州大学応用力学研 吉田 直亮
材料の損傷蓄積過程 究所




所 外 申 請 者
採択番号 研究課題
所属 官職 氏名
96-105重い電子系化合物のフェルミ面の研究 東北大学理学部 教授 小松原武美
96-106高磁界超伝導線材の研究 東海大学工学部 教授 太刀川恭治
g6-110極低温強磁場下の2次元電子系の量子 学習院大学理学部 教授 川路 紳治
ホール効果 と基底状態
g6-114Er(Zni..Cu.)2磁性 九州工業大学工学部 講師 阿部 峻也(
g6-117種 々条件で作製 した高温超伝導材料 秋田大学鉱山学部 教授 永田 明彦
のJc特性
96-121有機電解反応に及ぼす強磁場の効果 東京工業大学総合理 助手 昆野 昭則
工学研究科
96-123イ ルメナイ ト型混晶(MI,MII)Tio3の強 お茶の水女子大学理 教授 伊藤 厚子
磁場磁過程 学部
96-124Mn合金の強磁場磁化過程 と磁場誘起 芝浦工業大学システ 教授 堀 富栄
相転移 ム工学部
96-127電気化学反応における磁気効果の研究 職業能力開発大学校 教授 青柿 良一
96-129ポ リエステル類の磁気配向 東京都立大学工学部 教授 伊藤 栄子 し
96-130衝1撃圧縮法で作製 されたSM2Fe17N。バ 熊本大学工学部 助教授 真下 茂
ルク体の磁化測定
96-134強磁場による生体反応 杏林大学保健学部 教授 岡井 治
96-137強磁性金属薄幕の強磁界中における 横浜国立大学工学部 教授 角野 圭一
電流磁気効果
96-139金属水素化物一水素系の平衡状態に対 横浜国立大学工学部 教授 山口 益弘
する強磁場効果




所 外 申 請 者
採択番号 研究課題
所属 官職 氏名
96-141超強磁場マグネッ ト用補強安定化材 岩手大学工学部 教授 能登 宏七
の開発
96-142酸化物高温超伝導材料の電磁気的及 岩手大学工学部 教授 能登 宏七
び熱的特性の評価
96-143実用超伝導線材およびその構成材料 岩手大学工学部 教授 片桐 一宗
の歪特性
96-144高温酸化物超伝導繊維の強磁場中で 名古屋工業大学 助教授 後藤 共子
の臨界電流密度の測
96-145超伝導材料の微細組織 とピン特性 京都大学工学部 教授 長村 光造
96-146強磁場下における構造 材料の力学的 東北大学工学部 教授 進藤 裕英
挙動に関する研究
96-147超電導技術構造用金属材料の相変態 東京大学工学部 助教授 柴田 浩司
に及ぼす強磁場の影
g6-150希土類鉄族化合物の巨大磁気異方性 東北大学工学部 助教授 加藤 宏朗
と強磁場磁化過程
96-151液体 ・固体状態における電気伝導 静岡大学工学部 教授 荻田 正巳
96-152高温超伝導酸化物の磁気抵抗の異方性 東北大学工学部 助教授 小池 洋二
96-153セ リウム近藤半導体の熱伝導 と熱電能 広島大学理学部 教授 高畠 敏郎
96-155半導体超格子の強磁場下 トンネリング 北陸先端化学技術大 助教授 山田 省二
学院大学
96-157Nb-Al系金属問化合物超伝導体の線材 足利工業大学工学部 助教授 齋藤 栄
化とその超伝導特性
96-160酸化物超伝導体の高磁場中における 大阪府立大学工学部 助手 川又 修一
磁気 トルク
96-161強磁場下におけるメタ磁性物質の 北海道大学大学院理 教授 熊谷 健一
NMR学 研究科
96-162分子集合状態への強磁場効果 千葉大学理学部 助教授 尾関寿美男
一61一
所 外 申 請 者
採択番号 研究課題
所属 官職 氏名
96,163侵入型希土類鉄化合物単結晶の強磁'広 島大学総合科学部 教授 藤井 博信
場磁化過程
96.165MMP(M、M=3d、4d金属)の強磁場磁化 東北学院大学工学部 教授 鹿又 武
過程
96-166磁気相転移物質の磁化及び磁気抵抗 北陸先端科学技術大 教授 堀 秀信
測定 学院大学
96-167感温磁性形状記 憶合金の磁場中での 東北大学流体科学研 助教授 高木 敏行
特性評価 究所
96-168低次元有機導体の量子振動効果 と磁 大阪府立大学先端科 教授 豊田 直樹(
性の研究 学研究所
96-169強磁i場下におけるポリシラン主鎖の 大阪府立大学先端科 教授 堂丸 隆祥
配向 学研究所
96-170非晶質R3FeAl(R:希土類)磁性合金の高 姫路工業大学理学部 助手 小泉 昭久
磁場磁化 磁 化率測定
96-171p-n接合ア ドミタスの温度依存性に与 東北大学大学院情報 助手 勝 畑信
える磁気の影響 科学研究科
96-172FeSiの異常磁気抵抗の研究 神戸大学理学部 助教授 太田 仁
96-173植物および微生物の強磁場 に対する 東北大学遺伝生態研 助教授 高橋 秀幸
反応の解析 究センター
96-174Y系酸化物の高磁場磁気抵抗 北陸先端科学技術大 助教授 岩崎 秀夫(
学院大学
96-175Bi系高温超伝導体の上部臨界磁場及び 北海道大学大学院理 助教授 松田 裕司
磁気抵抗 学研究科
96476少 数キャリアーf電子系物質の強磁場 宮城教育大学教育学 助教授 千葉 芳明
物性 と電子スピン共鳴 部





所 外 申 請 者
採択番号 研究課題
所属 官職 氏名
96-101継続 磁場中配向cusのNMR,NQR桐 蔭学園横浜大学工学部 助教授 斉藤慎八郎
96-102継続CoMSe2(M=Ti,V)のNMR東 北大学大学院理学研究 教授 上村 孝
科
96-103継続 希土類化合物R-Co系のNMRによる磁性 信州大学理学部 教授 永井 寛之
研究
96-104継続Mn7Sn4の核磁気共鳴による磁気転移の 慶応義熟大学理工学部 教授 安西修一郎
研究
96-105新規 強磁性遷移金属一アルミニウム 酸ー素系の 慶応義熟大学理工学部 教授 仙名 保
複合化 に伴う電子移動の解析 東北大学理学部 講師 磯部 徹彦
96-106新規 酸化物高温超伝導体の磁気秩序のNMR琉 球大学教養部 助教授 二木 治雄
による研究
96-107新規3元 系鉄族層状化合物の核磁気共鳴 東北学院大学工学部 教授 鹿又 武
96-108新規Ni2MnGaにおける相転移の核磁気気鳴に 東北大学素材工学研究所 講師 松本 實
よる研究
96-109新規 高温超伝導体のフォノンエコーの強磁場 龍谷大学理工学部 助教授 西原 弘訓
におけるふるまい
96-110新規 強相関系 における局在一遍歴転移 広島大学総合科学部 助教授 小島 健一
96-111新規MnAl合金のNMRによる研究 愛媛大学工学部 教授 冨吉 昇一
96-112新規 希土類 カルコゲナイドのNMR大 分大学工学部 助教授 平岡 耕一
96-113新規MeVイ オン注入 したシリコン中の格子欠 日本原子力研究所高崎研 研究員 河裾 厚男
陥の研究 究所
96-114継続 高誘電性アルミニウム複合酸化物皮膜の 北海道大学工学部 教授 高橋 英明
作製
96-115継続 反跳粒子検出法によるアモルファスシリ 岩手大学工学部 講師 山口 明
コン中の水素の挙動の研究 京都大学工学部 教授 小岩 昌宏
96-116継続 共鳴核反応法による水素のプロファイリ 広島大学工学部 助手 西山 文隆
ング
ー63一
所 外 申 請 者
採択番号 研究課題
所属 官職 氏名
g6.117新規 メタルCVDによる薄膜作製プロセスの 東京大学大学院工学研究 教授 小宮山 宏
モデル化 科
96.118新規 金属 シリサイ ド上でのダイヤモン ド単結 九州大学工学部 助手 斎藤 丈靖
晶薄膜化
96.119新規 鉄にイオン注入 された異種金属原子の析 金属材料技術研究所 総理府 宝野 和博
出挙動 技官
96-120新規 準結晶の生成 と磁性 に関する研究 姫路工業大学 教授 砂田 久吉
96-121継続 金属表面酸化膜の構造解析 早稲田大学理工学総合研 講師 小野 幸子
究セン鋸(
96-122新規 溶融A1-Mg-X合金の高温酸化機i構 東北大学工学部 教授 井口 泰孝
96-123新規Fe-Rh合金における磁気抵抗 山形大学工学部 教授 森田 博昭
96-124継続 三元蒸着ナノ分散磁性薄膜の巨大磁気抵 秋田大学鉱山学部 教授 石尾 俊二
抗効果
96.125継続 単原子層人工格子化による磁性/貴金属 岩手大学工学部 教授 中嶋 英雄i
入為的規則合金の創製
96-126継続 高圧下における金属人工格子の巨大磁気 熊本大学教養部 教授 巨海 玄道
抵抗 有明工業高等専門学校 助手 酒井 健
96-127新規 単原子層積層制御人工規則合金の磁気光 東京農工大学工学部 教授 佐藤 勝昭
学効果に関する研究 ¢
96-128継続 酸化物超伝導対のcruciblelessmelting山梨大学工学部 助教授 細谷 正一
96-129継続Cz法 結晶成長 における振動対流 と磁場 九州大学機能物質科学研 教授 尾添 紘之
印加効果 究
96-130継続 多結晶種からのZnSe単結晶の育成 岡山理科大学理学部 教授 大森 健三
96-131継続 化合物半導体の欠陥と熱応力 との関連に 九州大学工学部 助教授 宮崎 則幸
関する研究




所 外 申 請 者
採択番号 研究課題
所属 官職 氏名
96.133新規HI族 元素添加による酸化物融液の粘性 金属材料技術研究所 総理府 木村 秀夫
変化に関する研究 技官
96-134新規ZnSe単結晶の育成に関する研究 湘南工科大学 教授 寺嶋 一高
96.135新規 シリコン結晶成長時の酸素移動に対する 信州大学教育学部 教授 干川 圭吾
磁界印加効果
96-136新規 傾斜機能性マイクロ波誘電体セラミック 八戸工業大学 教授 増田陽一郎
スの研究
96-137新規3次 元ナノ構造 バルクの機能設計 と応用 防衛大学校 教授 木村 博
96-138新規 非平衡TiAl粉末のHrpによる固化成形 と 北見工業大学 教授 青木 清
ミクロ組織制御
96-139新規 レーザーおよび溶射によるアルミニウム 秋田大学鉱山学部 教授 田上 道博
合金の表面改質
g6-140継続 金属表面酸化膜の構造解析 早稲田大学理工学総合研 講師 小野 幸子
究センター
96-141継続Ca2・注入Ti表面改質層の構造および生体 徳島大学歯学部 助教授 塙 隆夫
環境での変化
96-142継続 グラニュラー構造を有する高電気抵抗軟 電気磁気材料研究所 研究員 大沼 繁弘
磁性薄膜の化学結合状態の研究
く96-143継 続Ca2+注入Ti表面改質層の構造および生体 徳島大学歯学部 助教授 塙 隆夫
環境での変化
96-144継続 金属表面酸化膜の構造 解析 早稲田大学理工学総合研 講師 小野 幸子
究センター
g6-145新規 アークプラズマ法によるサーメッ ト原料 東北大学素材工学研究所 助手 吉澤 友一
粉末の作製
g6-146新規 電子 ビーム照射によるJ。sephson接合の 東北大学電気通信研究所 教授 山下 努
作製
96-147新規 半導体超微粒子光散乱に関する研究 石巻専修大学理工学部 教授 仁科雄一郎
96-148新規 トンネル発光フォ トンマッピングによる 九州工業大学情報工学部 助教授 西谷 龍介
ナノメータ量子系の局所分光
一65一
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24-Ol3SiC-B、C系 共 晶 セ ラ ミ ッ ク ス の 熱 電 特 性 後 藤 孝 ・ 伊 藤 永 二1994年 度 傾 斜 機 能 材 料 論
向 田 雅 一 ・ 平 井 敏 雄 文 集(FGM'94)、 未 踏 科
学 技 術 協 会,傾 斜 機 能 材
料 研 究 会 発 行,(1995),
195-199
24-014ア ー ク 溶 解 法 に よ るW-B-C系 複 合 セ ラ ミ ッ ク 後 藤 孝 ・ 李 剣 輝 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金42
ス の 作 製 と そ の 熱 電 性 能 平 井 敏 雄(1995),1406-1410
24-OlsCVD炭 化 ケ イ 素 お よ び 窒 化 ケ イ 素 の 高 温 酸 化 後 藤 孝 ・ 成 島 尚 之 産 業 科 学 技 術 研 究 開 発=
挙 動 井 口 泰 孝 ・ 平 井 敏 雄 第6回 超 耐 環 境 性 先 進 材












24--018バ イ オ ク リ ス タ リ ゼ ー シ ョ ン ー 胆 石 一一 小 松 啓 結 晶 成 長 ハ ン ド ブ ッ ク,
日 本 結 晶 成 長 学 会,「 結
晶 成 長 ハ ン ド ブ ッ ク 」 編
集 委 員 会 編,共 立 出 版,
(1995),405-409
24-019溶 液 か ら の 結 晶 成 長 小 松 啓 結 晶 成 長 の し く み を 探 る
一 光 干 渉 法 に よ る 蛋 白 質 の 結 晶 成 長 過 程 の 一 原 子 レ ベ ル で の 成 長 メ
解 析 一 力 ニ ズ ム ー,第9回 「大
学 と 科 学 」 公 開 シ ン ポ ジ
ウ ム 組 織 委 員 会 編,
(1995),146-152
-67一




















24-026高 飽 和 磁 束 密 度 を 持 つ ナ ノ 結 晶 軟 磁 性 合 金 牧 野 彰 宏 ・ 畑 内 隆 史 ま て り あ34
















24-032溶 融 配 向 法 で 作 製 し たYBa、Cu,0,を用 い た 強 木 村 圭 一 ・ 森 田 充 低 温 工 学30
磁 場 用 電 流 リ ー ド 渡 辺 和 雄 ・ 淡 路 智(1995>,577-582
小 林 典 男
一68一
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24-034高 温 超 伝 導 線 材 の 開 発 現 状 と 強 磁 場 応 用 の 将 渡 辺 和 雄 ま て り あ34
来 像(1995),1378-1383
24-035酸 化 物 超 伝 導 材 料 ・ 渡 辺 和 雄 ・ 能 登 宏 七 核 融 合 研 究,日=核 融 合
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24-066ア ル ミ ニ ウ ム 基 合 金 の 大 過 冷 液 体 の 利 用 に よ 井 上 明 久 軽 金 属45
る 新 し い 非 平 衡 相 の 創 製 と 高 機 能 特 性(1995),284-292
24-067ボ ー ル ミ リ ン グ に よ る 高A1濃 度 合 金 の 非 晶 井 上 明 久 ・ 木 村 久 道 ト ラ イ ボ ロ ジ ス ト40
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24-083ア モ ル フ ァ ス か ら の メ ゾ ス コ ピ ッ ク 構 造 の 生 井 上 明 久 ま て り あ34
成 と 機 能 特 性(1995),934-941
24-084Nd-Fe-B系 永 久 磁 石 の ナ ノ 構 造 と 特 性 井 上 明 久 応 用 磁 気 学 会 研 究 会 資
















































24-098新 圧 電 結 晶 ラ ン ガ サ イ ト 福 田 承 生 ・ 島 村 清 史 日 本 結 晶 成 長 学 会 誌22
光 野 卓 也 ・ 武 田 博 明(1995),358-363
佐 藤 充
24-099不 定 比NbsSn2Ga単 結 晶 の 化 学 組 成,結 晶 構 宍 戸 統 悦 ・ 福 田 承 生 日 本 化 学 会 誌
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24-126ス テ ン レ ス 鋼 の 初 期 表 面 組 成 の 耐 候 性 に お よ 浅 見 勝 彦 ス テ ン レ ス 鋼 の 耐 候 性 研


















































24_142レー ザ顕 微 鏡 の 応 用 と関連 技 術 小 松 啓 新 しい光 学 顕 微 鏡,第1
一 結 晶 科 学 へ の応 用 一 巻:レ ー ザ顕 微 鏡 の理 論
と実 際,河 田聡 編 集,
(1995),149-151
24-143結晶 の 構 造 評 価 一 光 学 顕微 鏡 一 小 松 啓 結 晶 成 長 ハ ン ドブ ック,
日本 結 晶 成長 学 会,「 結
晶 成 長 ハ ン ドブ ッ ク」編
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24-153オ ブ ジ ェ ク ト指 向 設 計 に よ る チ ベ ッ ト活 字 辞 小 島 正 美 ・ 布 宮 千 夏 子 情 報 処 理 学 会 論 文 誌36
書 を 用 い た 類 似 文 字 認 識 川 村 隆 庸 ・ 秋 山 庸 子(1995),2611-2621
川 添 良 幸
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